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、本 叢書 は、 主として 我が 國古來 の 典籍 中よ. 精神 敎育上 適切な 

る もの を選擇 して その 要點 を解說 し、 廣 く國民 をして 日本 精神 

の 心 解と 體得 とに 資せし むる 乙と を 以て 目的と する もので あ 

る。 

、本篇 は、 廣島 文理 科大學 講師 國民 精神 文化 研究所 囑託 金子 大榮 

氏に 委囑 し、 執 筆 を 煩した ものである。 

昭和 十四 年 八月  . 
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一 御製 疏を 見る 眼 二 佛 敎に對 する 太子の 御 理解 

一 御製 疏の 特殊 相 四 日本 精神と 佛敎 五 和 國の敎 主 

章 篤 敬三寶 の歷史  一六 

生死の 歸依 二 三寶の 諸相 三 常住 眞實 の體相 

^  45 中心の 佛敎 五 眞實の 法 

章 一 乘 思想の 展開  一一 一七 

『法 華經』 の槪耍 二 五乘 善の 歸ー 三 歸依 善の 全體性 

^ 悉有佛 性の 一 乘 五 誓願の 宗敎 

章 菩薩 精神の 實踐  六 一 

一 空 觀と大 慈悲 二 佛國 三 太子の 御 政治 四 菩薩 行の 諸相 

ュ 在家 佛敎 


三 經義硫 ど 日本 佛敎 

序說  - 

篤く 三寶を 敬へ。 三 寶とは 佛. 法 .lis なり。 則ち 四 生の 終 歸ぶ禹 國 の極宗 

はな は 

なり。 何れの 世. 何 れの人 か 是の法 を 貴ばざる。 人尤だ 惡 しきもの 鮮 

し、 能 く敎 ふる を もて 從 ひぬ。 其れ 三寶 に歸. ^まつらず ば、 何 を 以て か 

枉れる を 直く せむ。 ，—— 『十七 條 憲法』 第一 一條 11 

序 說  一 


三 經義疏 と 日本 佛敎  , 一一 

一 御製 疏を 見る 眼 

佛敎 の眞理 は、 聖德 太子に 依りて 始めて 正しき 理解 を 以て 日本に 移植せられ た。 太子 已 前の W 

敎 受容 は、 言 は.. - 「試み」 に過ぎない。 それ は 疫病の 流行と 絕滅 とに 依りて、 5 が廢の 勁搖を 免れぬ 

やうな ものであった。 加 之、 我等 はまた 太子 已 後に 於て すら も、 太子 程に 佛敎の 腐理を 認識せ る 

ものの、 案外に 甚だ 鮮 かりし 乙と を 思 はざる を 得ない。 その 意味に 於て 太子 は、 詢に 【和 M の敎 

主」 にて 在す ので ある。 

その 事 を 最も 明らかに 證明 する もの は、 『十七 條 憲法』 の 第二 條 である。 その 「四 生の 終歸、 

の 極宗」 の 語に は、 單に當 時の 大陸の 文化なる が 故に 佛敎を 受容す るので はない とい ふ 御 精神が 

彰 はれて ゐる。 而 して 其の 事 は 「人 尤だ惡 しきもの 鮮し、 能く 敎 ふる を もて 從 ひぬ。 共れ三^^に 

歸， 0 まつらず ば、 何 を 以て か 枉れる を 直く せむ」 に 至うて、 明らかにせられて ある。 乙の 御 一 K 葉 

に 接する 者 は、 可 人 も 太子の 佛 敎に對 する 御 信念の 力 强さを 感ぜざる を 得ぬ であらう。 乙の 御言 

葉の ある 限り、 太子の 佛敎 受容 は自覺 的の ものである 乙と は、 拒む 乙との 出來ぬ ものである 

されば 太子 は 如 1^ にして、 か.^ る 佛敎の 御 理解 を 得られた ので あらう か。 それ は 一 W ふまで もな 


く、 太子の 叙智に 依る 佛敎の 御修學 による ことで は あるが、 近く その 御 造詣の 程 を 知らし むる も 

の は、 その 三經の 御製 疏 である。 換言すれば、 聖德 太子 は 佛敎の 「四 生の 終歸」 たる 所以 も、 「萬國 の 

極宗」 の 道理 も、 また 「人 尤だ惡 しきもの 鮮き」 所以 も、 三寶 のみが 「直 枉」 の 法なる 道理 を も、 その 

三經の 御 研究の 上から 會 得せられ たので ある。 それ故に 篤 敬 三寶の 御言 は三經 研究の 結果で あつ 

て、 大陸の 文 匕なる が 故に 移植し ようとい ふやうな 假 初なる もので はない。 隨て 太子の 佛敎 思想 

を^ ぜんとす る 者 は、 佛敎は 果して 太子の 認識せられ たやうな もので あるか 何う か を 考究せ ねば 

ならぬ であらう。 それと 共に 佛敎徒 は、 佛敎 は先づ 以て 太子の 理解し 給へ るが 如き ものである 乙 

とに：^、 て、 日本に 行 はるべき ものである 乙と を 忘れて は ならぬ 

かくして 三經の 御製 疏は、 篤 敬 三寶の 御言の 眞實 なること を證 明す る根據 となると 共に、 篤 敬 

三寶の 憲法 は、 三經の 御製 疏 を 見る の 眼と なる。 之に 依りて 我等 はまた、 「四 生の 終歸」 「萬 國の極 

宗」 「直枉 の 法」 等 を 恰も 三經の 御製 疏の 要目で あるが 如く 思惟して 宜ぃ であらう。 而 して そこ か 

ら 日本 佛敎の 本流 を 見出さねば ならぬ ので ある。 

二 佛 敎に對 する 太子の 御 理解 


三 經義疏 と 日本 佛敎  ^ 

三經の 義疏と は、 『勝 鬉經』 と 『法 華經』 と r 維摩 經』 との 三 經に對 する、 德 太子の 御註釋 である。 

『日本書紀』、 推古紀 に、 

〔十四 年〕 秋 七月、 天皇、 皇太子 を 請 じて 勝 鬉經を 講ぜし めた まふ。 三日に して 之 を 說き党 

4 是 の歲、 皇太子 亦 法 華 經を岡 本宮に 講ず。 天皇 大に 喜びた まひ、 播磨闕 の 水田 ぼ 町 

を 皇太子に 施した まふ。 因って 斑鳩 寺に 納れ たま ふ。 

と あり、 同様の 記事 は 『上宮 德 法王 帝說』 にも 出で て をる。 而 して ニ經の 義疏 は、 この 御 fi 經の 

後、 十數 年後に 作られた る ものであった。 その 中 『法 華 義疏』 四卷 は、 御复ハ 筆の ものが 法險 寺に 傅 

はら、 今 は 帝室の 御物と して、 御所 藏 になって ゐる 。『維摩 經』 は 御 講經の 事な か 6 しも、 その 御 

製疏 はま 4^ 種々 の點 から、 4- の 御 親 作なる ことが 證 明され てゐ る。 惣 ベて 夫 等の こと は 知の：？ S; 

であるから、 今更に 贊言 する を 要せぬ であらう。  - 

兹に 我等に 取りて 第一 の 問題と なること は、 聖德 太子が 三經に 御製 疏 遊ばされし 御 llln-ii::^ 如何と 

いふ 乙と である。 それに 就て は 古來、 種々 に 思想 せられて 來た。 併し 我等 は 何よ. 0 も先づ 以て、 

それ は 佛敎を 眞實に 理解した いとい ふ、 太子の 御 精神に 依る ものと 思 はざる を 得ない。 換言 すれ 

ば 太子の 御製 疏に は、 初めよ 6 豫定 せられた 何等の 成 心 もない ので ある。 S ふに 經 典の なる 


理解 は 容易な ことで はない。 書寫 • よ」) S  . 靈 r: , き： . 義解等 種々 の 行 法に 依って こュ、 マでの 所 

說の 道理が 會 得せら る V ので ある。 讀過 一遍、 以て 其の 意 を 了せ ，o とする が 如き は 徒らに まの 

人の 輕薄ン 、一 表ば すに 過ぎぬ。 太子の 佛 敎硏究 は、 早くよ，. > 惠聰 • 惠慈を 師友と して 爲 された ので 

ある。 而 して 赂ぼ 其の 理に 通じ 給 ふに 及んで 之 を 講じ 給 ひ、 更に 眞義に 達せん が爲に 義疏を 製作 

せられた ので あらう。 太子の 佛 敎に對 する 御 信念 は、 かくして 體 得せられ たので ある。 

乙の 意味に 於て、 我等 は 必ずしも 御製 疏の 上に、 獨特の もの ある V 一 認める 乙と を耍 しない。 二、 

の 御 解釋の 簡潔で ある 乙と も、 佛敎の 御 理解に 無用なる 乙と をせられ なかった とい ふに 止る であ 

らう。 大陸の 義 家の 說を 取捨せられ しこと も、 敢て 是非 を 批判 せんが 爲 ではなく して、 經 意に 親 

しきもの を 探 ねられた 結果に 違 ひ はない。 「愚 心 及び難 じ」 の 御言 も、 御 見識と いふより は、 正直 

なる 御 謙遜と 見た 方が 宜 いので はなから うか。 

太子 は 唯-た 佛敎を 正しく 理解 せんとせられ た。 而 して 其の 御 理解の 上に て、 佛敎は 日本の 國に 

行よ， るべき ものであると いふ 確信； H 得られた ので ある。 然るに 其の 事 はまた、 儺敎は 太子に 依り 

て 正しく 理解せられ、 而 して 太子に 理解せられ たる やうな 意味に 於ての み、 佛敎は 特に 日本に 行 

> 一 る ベ き も の で あ る こと を 指示す る もので あらねば ならぬ。 

序 說  £ 


三 li 義疏と 日本 佛敎  六 

三 御製 疏の 特殊 相  . 

併し 其の 事 は 太子の 御製 疏の 上に、 特に 留意すべき ものが ある こと を 拒む もので はない。 ".3 ふ 

に 思想 もまた 生物の 如く、 風土 を 易 ふれば 自然に 異なる 相狀を 取る に 至る もので あらう。 日本に 

受容 せられし 佛敎 は、 決して 佛敎の 全部で はない。 その 經典 も、 我が 國に 普及して 行 はれて， Q る 

もの は、 一部分に 止る ので ある。 されば 三 經義疏 の 上に も、 自 からなる 太子の 御 神の れてゐ 

る 乙と を 見る も當然 のこと であらう。 而 して 其の 奥に は、 更に 日本的 理解と も 見るべき ものが 窺 

はる、 に 違； 5 はない。 それ は 太子に 依らて 正しく 理解され たる 其の儘に て、 佛敎は 日本の TP のと 

なれ る NJ と を 意味す る ものである。 

乙の 意味に 於て 我等 は 先づ、 聖德 太子の 御 解釋が 三經の 如何なる 點に 特に 著 眼せられ たかを 3- 

ねばならぬ。 その 解釋に 特に 力 を 注がれた ると 乙ろ は、 太子が 最も 會将 せんと 願 はれし ものに 違 

ひがない からで ある。 之に 依りて 第一に 『勝 鬉經 義疏』 を 見る に、 その 行 善 之義本 在，， S 依， を出發 

點 として、 全篇 を 貫ぬ くもの は、 歸 依の 對象を 明らかにせん とする ことで ある。 而 して それ は 待 

に 三 寶同體 の 義を顯 はすに 力 を 注がれて ある やうで ある。 そこに 我等 は不ト §」 ニ寶： 可以な の 御 


言と 思 ひ 合 はさざる を 得ざる ものが ある 乙と を 感ずる。 次に 『法 華經 義疏』 に 於て は、 萬 善同歸 を、 お 

て 一 乘の義 V 一明ら かに せんと せらる 、ことが 留意せ しめられる。 太子 は 『法 華經』 を 以て、 「萬 善 同 

歸の 一 因に 衣り て 佛壽長 遠の 一 果を 得る こと を 明かす」 とせら る 、も、 その後 半の 「佛壽 長遠ジ 一 

果」 に.^ て は、 御 解釋は 何故か 極めて 簡略で ある。 それだけ 太子の 『法 華經』 から 學 取せられ たこ 

と. H、 特に 「萬 善 同歸の ー乘」 とい ふこと である ことが 領會 せらる、 ので ある。 而 して それ こそ は 

「四 生 cii 歸、 萬國の 極宗」 とい ふ 御言と 思 ひ 合 はさるべき もので あらう。 最後に 『維摩 經 義疏』 に 

就て は、 佛國 品の 解釋が 特に 詳細 を 極めて ある こと は 看過 出來 ない。 それ は 如何にしても 太子 力 

兹で 「佛 國」 の 意味 を 明らかにしようと せられた 思 召が あった ものと 拜 せざる を 得ぬ ので ある。 そ 

れ と共に、 「空室 五 事、 現 疾六多  1」 に 於ても 何 かの 思 召が あらねば ならぬ であらう。 それら は 直接 

に 憲法 第二 條と. 思 ひ 合 はすべき ものがない だけ、 御製 疏を 見る ものに 取っての 重要 問題と なる も 

ので あらねば ならぬ。  ， 

我等 はまた 太子の 御解釋 そのものに 特に 留意すべき もの ある こと を 看過して はなら な V それ 

に て 代表的の ものと して 古 來稱說 されて ある もの は、 『法 華經 義疏』 に 於け る隱遁 者に 》 する 御 

釋 である。 經には 「常に 坐禪を 好で 閑處に 在て 其 心 を修攝 せよ」 と說 き、 隨て 大陸の 本義で は 之 

序 說  一 
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.  三 經義疏 と 日本 佛敎  に 

八 

を 「親近す べきの 境」 と 解して ある。 然るに 太子 は 之 を 「常に 坐驄を 好む 小 乘禪師 に 親近せ ざれ」 と 

解せられ た。 そこに は 太子の 大乘 精神の 徹底が 見ら る V ので ある。 併し この, g 額の もの を 求む 1 

h 『維 縢 經 義疏』 に 於け る佛阈 の解釋 乙 そ 更に 留意す ベ きも の で あら う 0 由 來弗敎 こ 人^- て よ、 「め 来 

生と 如來 と共に 國土を 有す」、 「如 來に國 土 あら 衆生に なし」、 「衆生に 阈土 あ， 0 如來 になし」 の 三 I 

あら 七、 並びに 成立す るので ある。 然るに 太子 は 特に その 第三 說 のみに 依らて 之を强 調し 給うた。 

そ に は 必ず 太子の 深い 思 召が あらねば ならぬ。 また 『勝 霞經 義疏』 に 於て 太子 は、 經の 本文に £ 

法の 爲に 命を捨 つる もの は無邊 常住 不可思議の 功德を ^ と說 かれた る こと を、 「此 こ"； サと いふ は， 

く 衆； qi に 得せし むるな， o」 と 解せられ し 如き、 また 同様の 御意と いふべき であらう.^。 

之に 依らて 我等 は 最後に、 太子の 解 釋が縱 へその 思想 內容に 於て 大陸の ものと M 一であって も、 

その 言葉に 於て 異る もの ある を 留意せ ぬば ならぬ。 また 縱 へその 文字 を 等しう する も、 その 威 情 

內容を 異にする AJ と を も 思惟せ ねばならぬ であらう。 換言すれば 太子の 御解釋 は、 惣 ベて 太 f の 

御言で あ， - また 國語 であると いふ ことで ある。 隨て三 經義疏 の 御言 は、 以て 太子の 御 11 神 を 窺 

ふべき もので あり、 そ AJ に顯彰 せられて ある 道理 は、 日本人の 道と なるべき もので あらねば なら 

ぬ。  . 


四日 本 精神と 佛敎 

思 ふに この 歸結 は詢に 重要なる 意味 を もつ ものである。 我等 は 『十七 條 憲法. 一一の 第二 條は、 三經ー 

の 御 研究の 成果で あると いふ ことから 出發 した。 然るに 第二 條 では 人 鮮-尤 P 能敎從 之、 不^-三： 

寶； 何以 直， 枉と 仰せられ るので ある。 それ は 直 枉の敎 として は 佛敎の 外ない とい ふ 召で あ る" 一 

AJ の 御言より 推して、 我等 は先づ 以て 太子の 御 一 代の 御言 行に は佛敎 精神が 貫ぬ かれて ゐる こと 一 

あ  一 

を拜 して 直いで あらう。 『日本書紀』 に は、 太子 を 以て 日本に 生れ まし. -佛陀 である 力の；. 免く 記さ 一 

れて ある。 太子の 出現に 依りて、 佛敎は 異國の もので ない 乙と が證 明せられ たので ある  一 

それ故に 佛敎 徒が、 單に 第二 條の みならず 十七 條 全部の 上に 佛敎的 精神 を 窺 はんとす る こと は、 一 

決して 理由の ない 乙と ではない。 太子 は 誰よ.^ も先づ 以て 御自身が 佛敎の 敎養を 受けられ たので 一 

ある。 その 太子の 御言の 上に 何う して 佛敎的 精神が 無い とい ふこと がいへ よう。 「上下の 和睦」 と 一 

いひ、 「共に 是れ 凡夫」 とい ひ、 「棄 欲」 とい ひ 二 無 有 嫉妬」 とい ふ、 その 根本の 道理 は、 佛敎に 見出 一 

さる V ものである。 之 を 以て 推す に、 十七 條の 御言 は それ どれ 據らる 、ところ ある も、 その 總 ベー 

て を 貫ぬ く 御意と して、 佛敎 的な ものが 見出されねば ならぬ。 加 之、 太子 御 一代の 御 事 の 上に 一 

L  一 

序 說  プ  一 


三 經義疏 と 日本 佛敎  . ー〇 

も、 佛敎 的なる 慈愛の 現れて ゐる と は、 拒む M との 出來 ぬ事實 である。 

併し 我々 はかく 言へば とて、 太子に 於け る 神の 御意 を 忘る、 もので はない。 太子 は 神の ハ 孫に 

在す 限. o、 その 御言 行が 悉く 神ながら の 道の 顯現 である 乙と を 何う して 拒む ことが 出來 よう。 を 

れ 故に 『十七 條 憲法』 の 如き も、 その 直接なる 事實 として は、 悉く 神ながら の 道で ある。 以. 和爲， 贵 

や 承 Ji 必謹 やが 神ながら の 道で ある AJ とが 疑 ふべ からざる 事實 である 限り、 篤 敬三寶 も當然 神な 

がらの 道で あらねば ならぬ。 佛敎は 唯 だ 神の 御意に 於て 受容せられ たので ある。 況ゃ 其の 御 一代 

の 御 政治の 如き は、 悉く 太子の 神 德の然 らしむ ると ころで ある は 言 を 待たない。 之 を 以て 推せば、 

三 經義疏 の 御言 葉に 於ても、 そこに 神の 御意 を拜 すべき こと も當然 のこと であらう。 かくして 我 

等 は、 太子の 御言 行の 總 ベて を 以て、 神業と 感ぜざる を 得ざる ものである。 

然るに 太子 を 以て 「神」 とし、 また f 佛」 とする こと は、 一見 矛盾す る ものの 如く  ffi はれる。 され 

ど その 矛盾 を 見る は、 理知的な 分別に 過ぎない。 日本人の 行 信に 於て は、 その 問に 何等の 矛 15 が 

ない のみならず、 却て そこに 不可思議の 因緣が 感ぜられて 來 たので ある。 詢に 因緣は 不可 2.』 謎で 

ある パ佛敎 に 依れば 因緣に は、 因 有力 不， 待. 緣、 因 有力 待， 緣、 因 無力 待， 緣 の三義 あ， 9 とい ふこと 

である。 その 因 有力 不待緣 と は、 眞にカ ある もの は自 發自展 して 他緣を 待たぬ とい ふ AJ とで ある。 


乙の 意味 こ 於て は、 神ながら の 道 は 唯お 神ながら の 道と して 自發 自展 する ものである それ は 決 

して 佛敎を 待って 始めて 顯 現せる もので はない。 日本 精神 は 日本 精神で あ， -、 佛敎 思想 は 佛敎思 

想で ある。 それに 依りて こそ 詢に 佛敎が 日本に 行 はる、 とい ふこと も 意味 深い ことで あらう。 然 

るに 是の 如き 因 有力 不待緣 は、 その ま 、因 有力 待緣を 成立せ しむる ものである。 自發 自展の 能力 

なき ゆ 木の 種子 は、 雨露 水 土の 緣 ある も發芽 せぬ であらう。 逆 言 すれば、 雨露 水 土に 依らて 發芽 

する 種子 こそ、 自發 自展の 能力 ある ものである。 乙の 意味に 於て 日本人が 佛敎 m 心 想の 緣を 待ちて 

展開せ る もの は、 神ながら の 道 そのものの 外に はない。 然るに 此の 事實が 認容 さる、 ならば、 そ 

れを 其の儘 因 無力 待緣 と言うても 支障 はないで あらう。 旣に緣 を 待つ 限り、 因 無力と 感ずる こと 

は 自然の 乙と であるから である。 その 德を 他に 歸 する もの は、 決して 無德 なる もので はない。 し 

かも 德 を；^ 4 歸 する 心根 は、 常に 自己の 無德を 感ずる ものである。 この 意味に 於て 佛敎を 受容せ 

ると ころに、 却て 日本人の 素直なる 性格が あつたと いふ を 得る であらう。 而 して 佛 敎は實 にこの 

意味に 於て、 日本 精神の 展開の 緣 となった ので ある。 

それ故に 「わが 大日 本國は 神國」 である こと は、 日本 を 佛敎國 と 呼ぶ こと を 拒む もので はない。 

a ふに 國家 的なる ものと 世界的なる ものと を對 立せ しむる 乙と は、 却て 國家を 小に する もので は 

序說  一一 


一一 經義疏 と 日本 佛敎  ， 一， 

ないで あらう か。 國家 は內に 世界的の もの を 有てば こそ、 その 存在 も 世界的で ある。 その 民つ 

思想 は、 やがて 世界の 人々 をして 心服せ しめねば 止まぬ であらう。 乙れ を 他面よ 6 い/ば、 C 

世界的と 呼ばる ベ きもの はない。 それ は 現 實の國 家 を 形成して こそ 具體的 意味 を 有つ ものである。 

されば 日本 は 世界に 類の なき 國で あると いふ 乙と は、 即ち あるべき 世界的の もの を 有つ ものよ 日 

本のみ であると いふ ことで あらねば ならぬ。 換言すれば、 日本的の ものと 對立 する ものよ、 か^ 

的の ものであって、 眞實 の 意味の 世界的の もので な い と い ふ 乙 と である。 S ふ こ 太、 バ 

を 以て、 「萬國 の 極宗」 とい ひ、 また 何 世 何人 非』 風，， 是法 一と 宣 ひし 忍 召も兹 にある ことで あらう か。 

而 して 佛敎 はこの 御意に 受容 せられて、 始めて 眞に 世界的で ある 面目 を現赏 にす る. こと， V」 得た の 

である。 

五 和 阈の敎 主 

兹に 我等 は 再び、 聖德 太子が 佛敎を 以て 直枉の 道と せられし 御意に 歸 らしめ ら^る。. それよ 恐 

らく 當 時の 文化 状勢に 於て、 太子の 御言の 眞實 である 乙と は、 IS 昆 なき 識者の 何人も 承認せ ざる 

を 得ぬ ことで あらう。 併し それ は 果して 天下 萬 世の 眞理 であらう か。 それ は 太子の^ ラ：： 念 こ 人、、 て 


成立す る 乙と は 旣に說 ける が 如くで ある。 され ど 其の 實證は 差し 當り 日本 佛敎 徒により て爲 され 

ねばならぬ。 換言， V- れば、 日本 佛敎徒 は 太子の 御言 を 各.' の 時代に 於て 證 明すべき 使命 を 有つ も 

ので ある。 隨て 日本 佛敎の 本流 は、 乙 の 太子の 御 精神 を繼 承す る ものの 上に 求めねば ならぬ ので 

ある。 

然るに 日本 佛敎を 代表す る 各宗の 高僧の 中に、 自覺 的に 聖德 太子 を 憶念して、 その 精神 を 繼承 

せんとせ る 人 は 甚だ 少ぃ。 管 見の 及ぶ と AJ ろ 僅かに 傳敎 大師と 親鸞 聖人との 二人 あるの みで ある。 

九 

傳敎は 法 華 一 乘の 興隆 は聖德 太子の 御 精神 を繼ぐ ものである M と を 思 ひ、 親 S は聖德 太子 を和國 

の敎 主として、 本願の 宗敎は 太子の 思 召に 出づる も.. のなる 乙と を 感知せられ た。 その他の 高僧に 

あ， OS て は、 縱ひ太子の名を呼ばる V  ^Jとがぁっても、 太子に 對 しての 敬慕 は 深くなかった やうで 

1 〇  ， 

ある。 併し それら は 日本の 佛敎を 太子 精神に 於て 見る 乙 とに 少しも 碍 となる もので はない。 日本 

の 佛敎は 太子の 念力 を本體 とする ものである 限り、 各宗の 高僧 は 皆 超 意識的に 太子の 御 精神 を繼 

承せ る ものである。 而し てまた 見方に よりて は、 その 超 意識的で あると M ろに 意味が ある 乙と で 

あらう。 その 意味に 於て は、 傳敎 • 親鸞の 如き は、 その 日本 佛敎 の大 なる 流れに 於て、 時に その 

方向 を 指示す ベ く 現れし ものと 見ら るべ きもので ある" 
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されば 聖德 太子 を 「和 國の敎 主」 とせる 日本 佛敎 は、 如何なる 面目 を 有する もので あらう か。 我 

等 は當然 それ を 篤 敬 三寶の 憲法と 歸ー する 三 經義疏 から 觀取 せねば ならぬ。 兹に 於て か 我等の 前 

に 現れ 來る 主要 問題 は、 次の 如くで ある。  • 

一 、 篤 敬三寶 の歷史 

11 『勝 鬉經 義疏』 を 中心と して 11 

二、 ー乘 思想の 展開 

11  f 法華經 義疏』 を 中心と して -—— 

三、 菩薩 精神の 實 K  、 

•  ！ 一  維摩 經義 疏』 を 中心として i 

(註) ( 1) 親鸞 聖人 『皇太子 聖德 奉讃』 に 23 づ。 「敎 主」 の 語 は 佛敎敎 主として 釋 尊に のみ 用ゐら れ， しもので ある。 

- (二) 近く は 本 叢書 『聖德 太子と 日本 文化』 三 寳 興隆の 下、 參照 

( 三) 『法 華經』 の 「方便 品」 に 於け る 十 如是の 說に對 してのお 言葉。 

(四) 『維摩 經』 問疾 品の 御 解釋。 維摩 病み 文殊 これ を 慰問す。 その 維摩と 文^と が 維. ぼの If の in なること と、 維缺の 4- 

を 現ぜる ことと に 就て 問答せ る ことに 五 事 六 論 あるので ある。 


(五) 『大 乘義 章』 一九 「淨 土義」 參照、 「生 公 (造 生)、 佛に色 身な し、 また 淨土 なし。 但だ 化物の 爲に應 現して 衆生 ひ 土中 

に 住す。 什 公 (羅仆 ) 諸 佛に土 あり、 衆生に は 全くな し。 伹だ佛 化に 隨て土 を 現ずる こと 同じから ず。 また 人 また 說く 

佛と 衆生と 各 別に 土 あり、 各 別に 自 業果に 住する が 故に。」 太子の 御 解 釋は道 生の 說と 一 致。 

(六) 凝然 『滕蠶 經 疏詳玄 記』 八。 「自ら 佛果を 得、 また 衆生 をして 無上 果を 得しむ。 今 は 化 他の 義？^ を 明 さる \ のみ」 と。 

され ど その 特に 化 他の 義邊 の擧 げらる、 もの は、 太子の 願が 常に 化 他に あつたから であらねば ならぬ。 

( 七) 境 野黃洋 『聖德 太子 の 研究』 參照 

(八) 賢 首 『華 嚴五敎 章』 中、 六 義因緣 の說。 

(九) 傳敎 は聖德 太子 を 以て 南岳慧 思の 後 身と し、 を 異にし 世を距 てた る 師と仰がれた。 そ のお. 「弘仁 七^ 謁 113 天 王 

寺聖德 太子 廟 一詩」 に 現 はる。 また 『顯戒 論』 等參照 , 

(一 〇■) 各宗と S 德 太子との こと。 大屋 德城 『佛敎 各宗に 於け る聖德 太子の 信仰』 參照 ■ 
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第一 章 篤 敬三寳 の靈史 


今 

な れ 

と 欲 

若 し 

常 住 

寶 と 


レ § 


常住 眞實を 歎じて 願て 歸依 を爲す は、 昔 日 の 無 常 に i^t  & す る こ 異 

•  ニノ 

り。 且た行 善の 義は 本と 歸依 にあ， o。 今 廣く萬 行の 道 を 明さん 

す。 故に 歸依を 以て 首と 爲 すなり。 所以に 『優 婆 塞 戒經』 に 云く。 

三寶に 依らず して 受戒 すれ ば、 戒 堅 強なら ず、 綵 色に 膠な きが 如 > 

の 法身 を佛 寶と爲 す。 此の 法身 能く 物の 爲に軌 則た る を. tC ら法 

爲す。 また 此 法身 は 則ち 能く 理と 和合す る を 亦 僧； 齊と爲 す。 若 

依 を辨ぜ ば、 そ の 習解斷 惑の 爲に は、 則 ち 別體を 先と すべし。 R ダ V- 


旨 歸に迷 は ざらん に は、 必 ず 一 體を 要と 爲す 


二 

に 


-iii- 


生死の 歸依 


聖德 太子の 御 見解に 依れば、 佛敎は 「眞 實の歸 依」 を 示す ものに 外ならぬ。 それ は S3 敬 三. W の 

法に 於て、 四 生の 終 歸と說 かれ、 不Jt,ー三寶ー何以直J^を斷ぜられた^Jとにも^れてゐる。 而 して 


をれ はまた 『勝 鬉經 義疏』 に 於て は、 行 善 之義本 在-一 歸 依-と 說 かれ、 『法 華經 義疏』 に は 萬 善 同 歸と開 一 

顯 せられて ある。 されば 佛敎は 所詮、 眞 實の歸 依を顯 はす ものの 外に はない。 而 して その 歸 依の 一 

對象 となり、 歸依 心に 依， 9 て信證 さる、 もの は、 「常住 眞實」 なる もので あり、 また 「$e 住の 法身」 一 

とい はるべき ものである。 隨て 常住 眞實 なる もの を對 象と する 時の み、 我等の 歸依 心は滿 足す る 一 

ので ある。  . 

之に 依り て 我等 は先づ 以て 常住 眞實 なる もの を 要求す る やうな 歸依は 如何なる もので あるか を 一 

吟味せ ねばならぬ。 思 ふに 歸 依の 對 象と なる もの は、 必ずしも 常住 眞實 なる もので はない。 例へ： 

ば釋迦 に歸依 するとい ふ 如き は、 その 歸 依の 對象は 常住なる もので はない ともい へる であらう。 一 

また 迷信の 對象 となる もの は、 その 信者の 主 觀は觅 も 角と して、 それ 自體は 常住 眞實で 無い とい： 

はねば， ならぬ。 隨て それらの 歸依は 常住 眞實 への それと 心理的に も異る もので あらう。 乙の 意味！ 

に 於て 常住 眞實を 求む る歸依 は、， それ 自體に 於ても 純粹 なる もので あらねば ならない。 換言 すれ 一 

ば歸 依の 感情が 人間に 取りて 純眞な ものである ことが 知ら るれば、 常住 眞赏 なる もの を 求む る 乙 一 

とも 必然で ある ことが 領會 せらる、 ので ある。  一 

然るに 是の 如き 意 » に 於て 歸 依の 感情 を 求 むれば、 それ は 生死 問題 を 契機と して 起る もので あ 一 

-  め  i 

第一 章 篤 敬 三賽の 歴史  一七- 
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1 乙と を 思 はざる を 得ない。 歸 依と は 生死の 歸依 である。 生死の 歸 依と は、 あの がる ところ の 一 

歸 すると 乙ろ である。 生や それに 依り 死 や r がに 歸す、 "ci は當然 常住 眞實 なる もので あらね ズー 

ならぬ。 思 ふに 生死の 中に ある もの は 無常なる が 故に、 生死の 歸依 となる もの は 常住なら ざるべ 一 

からざる M と は、 何人に も 容易に 首肯し 得らる、 乙と であらう。 生の 依る ところと なる もの は 生 一 

を 超えた る もので あ， 。、 死の 歸す るき？ なる もの は 死 を 超えた る もので あらねば ならぬ。 そ 一 

れは それ 自體、 生死に 動かされざる もので あらねば ならぬ。 .隨 て それ は當然 常住なる もので あ.. J 

永警る あで あらね？ ら S である。 然る？ の 永 f  J のが 生死の 歸 依と？ とい.？ 

と は、 また それ 自體 が眞實 であらねば ならぬ， 0 と を 意味す る ものである。 それに 依，.， て 生き、 t 

れに歸 して 死せ しむる もの は、 唯 だ 永遠に 眞實 なる ものである。 されば 常住 は 眞赏の 形 和 であ 6 一 

眞實は 常住の 內容 本質と も い ふべき であらう か。 我等 は 「永遠なる もの 」 の觀 念に 於て、 「眞 a なる 一 

もの」 を 思； 5、 また 「眞實 なる もの」 の 観念に 於て、 それ は 「永遠なる もの」 である こと..，， ひまざる 

を 得ぬ ので ある。  一 

兹に 於て か 我等 は 更に 詳に 生死 問題の 意義 を 明らかにせねば ならぬ。 それ は 人生 問題と いふ も 一 

のと 必ずし S 15 ま。 何 f  sixi 題の 名 S て、 多く 「人 f 於け る 還」 を 一 


a ふからで ある。 これに 對 して 生死 問題 は 人生 そのもの を 問題と せし むる ものである 乙の意^^^ 

に 於て 生死 問題と は、 死を控 へたる 生の 問題と 解して 宜ぃ であらう。 死 を 問と して、 之に 答 ふる 一 

に 0^ る 生 を 要求す るので ある。 かくの 如き 生が 見出さ るれば、 その 生 は 死 を 超える ものであると 一 

共に、 生 自體を も 超 ゆる ものである。 隨て 生死 問題の 解決と は、 生を樂 しみ 死に 安ん ずるの 道が 一 

見出さ ュ たとい ふ M とで ある。 然るに その 死に 安ん ずると いふ 乙と は、 何時 死んでも 宜 いとい ふ； 

就 を 見出す 乙と を當 面の 意味と する もので は あるが、 其の 實は 如何なる 狀 勢に 於ても 生き 得る カー 

を 有つ M とで ある。 生の 或 時 は 有意 味で あり、 或 時 は 無意味で ある やうな 乙と では、 到底 死に 安一 

ん ずる M とが 出來 ない。 例へば 病む 時 は 生きて 甲斐な く、 健康なる 時の み 生の 意味 あ，" とする や 一 

うでよ、 病んで 死ぬ Ni と は 悲しい M とで ある。 また 人生 は 目的に 向 ふ 時代と 目的の 達せられた 時 一 

代と に區別 せらる、 ならば、 特に 死 を 惜しまねば ならぬ 時が あるで あらう。 之に 反して 生の 如何； 

なる 場合に も 意味 を 感ぜられる やうに なれば、 本能 的な 死の 怖の 有無な ど は 問題に ならない。 併 一 

しかくの 如き 滿 足なる 生 を 得ん がた めに は、 生と 常識し つ 、ある 已 上の 根據を 有たねば ならぬ 一 

卽ち 生の 依る と AJ ろな しに は、 眞に 死に 安ん ずる ことが 出來 ぬので ある。 同様に 我等 はまた 生 を 一 

^しむの 道 は、 死に 安ん ずると 乙ろ から 見出さる、 乙と を 知らねば ならぬ。 眞に 死に 切る 乙との， 
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出 來る道 を 見出す AJ と は、 生きて 甲斐 ある 道 を 見出す ことで ある。 而 して 生きて 甲斐が あると い. 

ふこと にも 增 して 人間に 取っての 幸福 はない。 乙の 幸福が 見出され たる 限りに 於て、 順. お， に 笑； 5^ 

逆境に 泣く 自然の 感情の 有る こと も 亦 意味 ある 乙と であらう。 然るに かくの 如き 眞に 死に 切る 

が 見出され たとい ふこと は、 卽 ち死已 上の 境地が 心證 された とい ふこと である。 死の 歸 すると： 一 

ろな くば、 人 は眞に 生を樂 しむ 乙 とが 出來 ない。  一 

かくしての 生の 依る と AJ ろ は 死の 歸 すると ころで あり、 死の 歸 すると 乙ろ は 生の 依る ところと 一 

なる ので ある。 而 して その 生死の 歸依 として 要求 さる、 ものが 卽ち 常住 眞 》 なる ものである。 一 

一 

二 三寶の 諸相  一 

.  一 

されば 「常住 眞實」 と は 如何なる もので あらう か。 聖德 太子の 御 解說に 依れば、 「常住 は 本然」 で 

t, 「眞實 と は 聖體圓 備にして 偽に 非る を眞 とい； 5、 至德 凝然として 虚無き を K とい ふ」 ことで 一 

ある。 我等 は 之に 依， -て 常住 眞實 なる もの は、 單 なる 道理と いふ やうな もので ない 乙と を 知ら 一 

ばなら ぬ。 それ は 「聖 體」 あら 「至 德」 を 具 ふるもので あるから である。 かくの 如き^ 住處 K なる も 一 

のとして、 聖德 太子の 信 證し歸 依せられ たる もの は、 卽ち 「如來 法身」 である。 併し その 場 八" り, 5 一 


來 法身と は 如何なる もの であらう か。 

此の 事 を 明らかにする 爲に は、 先づ 以て 聖德 太子の 三 寶觀を 知る 乙と を 要する であらう。 旣に 

篤 敬三寶 といって、 それ を 四 生の 終歸 とせられた。 されば 歸 依の 對 象と なる もの は、 當然 三寶で 

あらねば ならぬ。 しかも 三 寶が歸 依の 對象 であるた めに は、 必ず 常住 眞實 なる N- とが 要求 せらる 

る やうで ある C 然るに 三寶は その 意味 如何によ りて は、 必ずしも 常住 眞實 なる もので はない。 元 

來三寶 と は、 釋迦佛 と、 その 所說の 法と、 その 法に 從 つて 修行す る 僧と に名づ けられた る もので 

ある C それ は 此の 三者 乙 そ 人生の 至寶 となるべき ものと いふ 意味で あらう。 この 原始的 意味 は擴 

長せられ て、 諸 佛と諸 i の 法と 其の 法を修 する ものと を 「別 相の 三寶」 と 呼ぶ 乙と となった。 佛は 

釋迦 だけでなく、 十 方 三世に 數 限らな く 在す と 信ぜられ たからで ある。 

然るに 佛敎 徒に 取，..^ て は、 釋迦は 決して その 肉 身と 共に 死せ る もので はない。 その 所說の 法に 

感， 匕せられ てゐる 限， o、 そ M に 釋迦は 生きて ゐらる 、ので ある。 それ故に 生身の 釋迦は 無常で あ 

つても、 法身の 釋迦は 永遠 不死なる ものである。 而 して 其の 不滅の 如來 こそ は釋迦 の本體 であつ 

て、 無常の 釋迦は 衆生 を敎 化する 爲に 此の世に 化 現せる ものに 過ぎない。 こ V に 我等 は 法 佛ー體 

の觀 念に 到達せ ざる を 得ぬ ので ある。 然るに 乙の 法身 不滅の 思想 は、 釋迦 自身に もあった やうで 
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ある。 釋迦は 法 を 以て 我が 師 であると 說き、 その 弟子 達に 對 して は、 「汝 等展轉 して 道 を 行 ずれ. 

乙れ 如來の 法身 常に 在りて 滅 せざる なり」 と敎 へられた。 茲 には佛 *法. 曾 は  一 §s にして、 氷 i お 中- 

で あるべ  きこと が彰 はされ てゐ る。 かくして 三寶 一 體 とい ふこと は諳 大乘經 の通說 となった。， "勝 

鬉經』 は 特に 此の 事を强 調せられ たので ある。 「常住の 歸依 は如來 なり。 法と 僧と は究 党歸 依に あ 

らず。 第一義に 歸依 する は、 是れ如來に歸依するな，.^」 とい ふ經意 は、 法 は 如來に 至る の 道で あ 

ゥ， 僧 は 如 來に歸 依す る ものなる が 故に、 三寶 とい ふ も 結局 は佛 寶に歸 する 乙 とを顯 はすの 外 は 

ない。 

これに 依りて 太子の 御 解釋も また 一 體三寶 を 要と せられて ある。 太子に 依れば 別 相の 三 は 

「梯稷 の 三寶」 とい はれて、 それ は 同 體の三 寶に歸 入せ しめんが ために 施設せられ たる ものである。 

「この 習解斷 惑の 爲に は、 則ち 別體を 先と すべし。 但だ旨 歸に迷 は ざらん に は、 必ず ー體 を耍 とな 

す」 ベ しと 仰せられる。 されば 篤 敬 三寶の 憲法に、 「三寶 とは佛 *法* 僧な り」 と ある は、 一 應は 別體 

の 三寶と 解すべき であらう。 され ど 旨 歸に迷 は ざらん に 必ず ー體を 要と せらる、 乙と は、 卽ち法 

身と しての 佛寶 こそ、 常住 眞實 の歸 依と すべき ものであるとの 思 召でなくて はならぬ。 快" るに 山が 

作法 身 を佛寶 とせば、 法 僧ニ寶 は別體 なく、 唯 だ 常住 法身の 有つ 意味 を顯 はす ものと ならね まな 


らぬ であらう。 それで 無ければ 三 寶同體 である 時、 最早 三 寶と名 づける 乙と も 無意味と なる 力ら 

である。 之に 依， 9 て 太子 は先づ 「此の 法身 能く 物の 爲に軌 則た る を 自ら 法 寶と爲 す」 と 解せられ 

た。 「法」 と は 軌則を 意味す る。 然るに 法身の 如來が 直ちに 衆生 (物) の 規範と なる が 故に、 法身 そ 

のま V 法寶 となる。 されば 佛寶の 他に 法寶 はない。 次に 太子 は 「此 法身 は 則ち 能く 理と 和合す る 

を 亦 {|E 貪と 爲す」 と 解せられ た。 これ は 「45」 と は 和合 を 意味す ると 乙ろ から その 和の 意義 を 取 

りて、 * 身 は理と 和合す るが 故に、 法身 卽ち 僧寶 であると いはる V ので ある。 我等 はまた 法身 乙 

そ r き. VI して 僧寶 たらしむ る もので あり、 それ故に 夫れ 自體も 寶と いはる ベ きもので あると 領受 

して 宜く はないで あらう か。 

然るに 乙の 別 相 • 同體の 三寶の 外に、 更に 第三に 住持の 三 寶と稱 せらる 、ものが ある。 その 佛 

寶と は繪畫 • 彫刻 等に よる 佛像 であり、 法寶は 黄卷赤 軸なる 經典 であり、 寶は 剃髮染 衣の 出家 

者で ある。 AJ の 三者 は 夫.^ 別 相の 三寶を 住持して ゐ ると 乙ろ に、 その 意味の ある 乙と は 言 を俟た 

、 、 

乙と では あるが、 併し それと 共に 此の 三者 は 其自體 に功德 ありと せらる 、ところに 三 寶と呼 

ばる V 所以が あるので ある。 思 ふに 佛敎が 日本に 受容せられ たる 方式に は、 特に この 住持の 三寶 

に 於て せられた る ものが 多い やうで ある。 卽ち佛 像に は禮拜 により、 經卷 は讀誦 または 書 寫に依 
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ら、 侶 は 祈願 を 事と する ことに 依 ，0- て 崇敬せられ たので ある。 されば 魏 德 太子の ず H 敬 三 齊の御 

意に は、 AJ の 住持の 三寶は 看過され て は 居らなかった に 違 ひ はない。 それ は 太子の 諸 寺の 等 

の^^事碛の上に見らる 、 ことでぁる。 併し 常住 眞實 なる 歸 依と いふ 時には、 住# の 三 K を お， y 

ざる AJ と は、 言 ふまで もない こ とで あらう。 かくして 篤 敬 三 寶が四 生の 終歸 である 時には、 ^乂 

常住 法身 を體 とする 一 體 の三寶 を 意味す る こと は 明らかで ある。 

三 常 住 眞 實の體 相  ， 

これに 依らて 次に 問題と なること は、 如來 法身 は 如何なる 功德 を^ち て 常件眞 a なる ものと い 

はる、 力と いふ AJ とで ある。 それ は 一 面よ， 0 い へば 純眞 なる 歸依 心に よ， 0 て 要求 せらる、 ものと 

いふの 他 はない。 併し 他面よ， 0 い へば 常住 眞實 なる ものに 呼び 覺 まされて 純眞の ® 依 心 は 生ずる 

ので ある。 卽ち 常住 眞實 なる もの は 唯 だ歸依 心の 眼に 依， 0 ての み 見ら 1、 歸&ヽ  1 よま さ馆： ド- 

眞實 なる 光， 0 に 依らての み 開く るので ある。 隨て 常住 眞實 なる ものに， 歸依 するとい ふこと よ. ^ 

だ 生死 問題に 眼覺 めた る ものの 自證の 境と いはねば ならぬ であらう。 然るに その. E 證の境 は 並 3 通 

の 道理で ある こと を顯 はす もの は經 典の 說に 他なら ぬので ある。 


詢に 常住の 法身の 如何なる ものなる か は、 唯 だ 佛陀の 敎說に 聞く の 外 はない。 それ は 我等の 理 

知り 及ばざる ところで あるから である。 之に 依..^ て 1. 勝鬉經 一の 說を 見る に、 次の 敎說が 特に 注意 

せらる ヾ。  . 

如 來は限 齊の時 ある ことなく 住す。 如 來は後 際と 等しく 住す 

如來 は限齊 なければ 大悲も 亦た 限齊 なくして 世間 を 安 慰す。 無限の 

大悲を 以て 限，^ なく 世間 を 安 慰す。 

如來ょ 無盡の 法な り、 常 ffi の 法身な， 5 二 切 世間の 所歸 依な り。 是の故 

に 未 度の 世 i: 、無 依の 世間に 於 て、 後 際と 等しく 無 盡の歸 依と 作らん。 

この 經に 於て は、 如來を 以て 「無限の 大悲」 者と 說 かれて ある。 而 して 其の 「無限の 大悲」 と は、 「限 

りなく 世間 を 安 慰す」 る ことの 他に はない。 それ故に こそ 一 切 世間の 無 盡の歸 依と なる ので ある。 

その 無 盡の歸 依と なる 意味^ 於て、 如 來は實 に 常住で あるので ある。 • 

されば 如來は 無限大 悲を 以て 其の 身と する ものである。 而 して その 大悲と は卽ち 無限の 慈悲で 

ある。 自身の 中に 一切衆生 を內感 し、 一切衆生に 於て 自身 を 見出す 心で ある。 それ は自池 を距て 

ま G ころ i3 

0- 平等 一如の 感靑 であり、 各-^ の もの をして 各，^ の ものたら しめんと する 捨念淸 掙 の眞心 である。 

第一章 篤 敬 三寶の 歴史  二 五 


三 經義疏 と 日本 佛敎  二 六 

それ故に、 大悲の 心に は 智愚善 惡の簡 び はなく、 一切，^ 生 は 皆 一子の 如く 愛 念 せらる、。 また.^ 

生の 生活 は 如何に 煩惱 に動亂 すると も、 それ を 護 念 せらる 、眞 心に は變り はな い。 それが 卽ち 「：：：^ 

りなく 世間 を， 安 慰」 せらる、 とい ふ事實 である。 されば こそ 如來は 一切衆生の 無龜 の歸 依と なる 

ので ある。 限うな き 安 慰が、 無 盡の歸 依と なる ので ある。 思 ふに 若しも 「行う で 後 安ん ずる」 とい 

ふ 立場に あるならば、 恐らく 全く 歸依を 必要と しないで あらう。 縱へ 其の 立場に 於て 歸依 を說く 

も、 それ は 無 盡の歸 依で ある こと は出來 ぬ。 行 善の 根柢に 歸 依が 要求 せらる 、乙と は、 卽ち 生活 

の 背後に 無 盡の安 慰が 無ければ ならぬ からで ある。 然るに 聖徳 太子に 依れば、 かく 衆生の 無盡の 

歸 依と なること こ そ、 如來の 常住 眞實 なる 所以で ある。 その 事 は 太子が 經の 「如 來は後 際と 等し 

く 住す」 を 解して、  ， 

後 際と は 謂 はく。 衆生 盡く佛 と 作るべし。 而 るに 衆生 は 盡く佛 と 作 

る ことなし。 則ち 如來の 常住なる 乙と 明な，^。  . 

と說 かる、 ことに 明らかで ある。 後 際と は 衆生の 盡く佛 となる 時で ある。 され ど さう い ふ^はな 

い。 隨て 如來は 常住で あらねば ならぬ と宣 ふので ある。 乙れ 即ち 衆生の 無 盡の歸 依と なること を 

以て、 如來の 常住なる 乙との 證明 とせら る 、ので ある。 


併し 我等 は 更に 聖德 太子 は、 その 大悲 とい ふこと に 就て 如何なる 乙と を 思念せられ、 また 法身 

と い ふ 身 を 如何に 領解せられ たかを 知らねば ならぬ。 それに 就て 我等 は 『勝 鬉經 義疏』 に 於け る 一 一 

三の 文 を 擧げて 見よう。 

如 來身は 無 相なる こと 猶し 虚空の 如し。 

法身 は是 れ萬德 の正體 なり。 解脫は 是れ斷 なり。 波 若 は 是れ智 fo 

然れば 即ち 萬德の 中に は、 此 の 三 を 要と 爲す。 若し 此の 三 德を擧 ぐれ 

ば、 即 ち餘德 自ら 顯 はる。 

如來の 色無盡 とい ふ は、 智 を 以て 色と 爲 すなり。 

兹で 我等 は 第 一 に 如來の 法身 は 無 相で あると いふ ことに 留意せ ねばならぬ。 身と い へば 感覺 せら 

る 、存在で ある やうに 思惟 せらる、。 され ど それが 無 相で あると いふ 乙と は、 法身の 烕覺的 存在 

である AJ と を 否定す る ものである。 換言すれば 如來は 我等が 存在す る やうな 狀 態に 於て 存在す る 

もので はない。 それ故に 我等 を 存在者と 思惟す る 限りに 於て、 如來は 在す が 如しと 言 はねば なら 

ぬで あらう。 され ど 眞實の 歸依を 求む る ものに 取りて は、 その 存在 は 却て 唯お 如來に 依りての み 

與 へらる、 M とが 感ぜられ るので ある。 
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されば 何故に その 無色 無 相なる ものが 法身と 名づ けられた ので あらう か。 恐らく そ は 法，：^ の 

名に 於て 大悲心 を 表示 せんとす る もので あらう。 何故 なれば 身 は 能感を 意味し、 而 して 大悲心 は 

衆生 を 自己と 能感 する ものであるから である。 然るに その 大悲 心は旣 にい ふ 如く、 平等の 或 ゆばで 

あり、 淸淨 なる 眞心 である。 それ故に、 それ は 衆生の 我執 を碎 き、 貪欲 を 和らげ、 瞋恚の 炎 を ^ 

し、 愚 i の晴を 除く、 その 意味に 於て 「法身 は是れ 萬德の 正體」 とい はる、。 然るに 是の 如き K 德 

の正體 たる 法身 は、 その ま、 眞實の 智慧と いはるべき ものである。 詢に眞 實の智 S は 大悲の jl^、、.：3 

ノ  、 ナ J 七 

から 現る V ので ある。 それ故に 如來 色無盡 とい ふ經說 も、 法身の 智の究 なき を顯 はす ものと 倾解 

せらる 、ので ある。 而 して 此の 智慧 は 無碍 自在に して 一切の 障碍 を斷 つ、 その 意味に 於て それ は 

解 脫の相 を 有つ も. ので ある。 かくして 如 來の德 は、 また 法身. 解 脫. 波 若の 三に 代表 せらる、 ので 

ある。 

乙れ を 要するに 聖德 太子に 依， て、 生死の 歸依 となる 常住 眞實 なる もの は、 大悲心 を H とする 

無 相の 法身な る 乙 とが 開顯 せられ たので ある。 

四 1|5 中心の 佛敎 


されば 常住 眞實 なる もの は 法身の 如來 である。 それ は三寶 を同體 として 歸 一 せる 佛寶 である。 

然るに 三寶 の同體 とい ふこと は、 必ずしも 佛 寶に歸 一しての み 見ら る、 ことで はない。 佛の 生き 

は その 法に あり、 その 法に 攝 取され たる 人 を 僧と いふ。 その 意味に 於て は、 三寶は 唯一なる 眞實 

の 法の 上に 具現す ともい ふ を 得る であらう。 また 佛心を 受けて 佛法を 行 ふ。 乙れ を 僧と いふ。 そ 

の 意味に 於て は、 1|5 を 離れて は 佛も法 も 現 實には 無い ともい ふ を 得る であらう。 この S から 聖德 

太子 を敎 主と する 日 本佛敎 が、 如何に 展開せ るか を 知る M とも 無意義で はない。 

乙れ に 就て 第一に 想起 さる， - と は、 傳敎 大師で ある。 大師 一代の 願 は、 眞實の 僭 を 養成して、 

以て 國寶 としょうと いふ AJ とであった。 大師 出家の 動機 は、 眞實の 僧と な、 りて 佛國 土を淨 めんと 

する にあった M と は、 その 『願文』 にあって 明らかで ある。 また その ー乘止 觀院の 創設 は、 能 言 能 

行の 國寶を 理想と して、 能 言 MK 能， 行の 國師、 能 行不， i 扣 言の 國用を 作る にあった こと は、 『山家 學 

生 式』 に顯 れてゐ る。 その 「國 寶」 の 思想 は、 天台 家の 傳統 であると しても、 それが 自 から 僧 を も 

佛 • 法と 共に 萬國 の極宗 たる 寶 とせられし、 太子の 御 旨に 應 へ まつる ものである NJ とよ 看過す る 

乙と は出來 ぬ。 大師に 依れば、 「彌 天の 七難 は 大乘經 にあら ざれば」 除く こと を 得ざる が 如く、 「未 

然の 大災は 菩薩 liE にあら ずん ば冥滅 する こと」 が出來 ぬ。 而も その 大乘 經を讀 誦する もの 菩薩 僧で 
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あらねば ならぬ ので あるから、 隨て三 寶を荷 負す る もの は眞 僧の 他に は 無 い 乙と となる ので ある。 

然るに その 淨佛國 土と は、 單に佛 法 を 以て 衆生 を 導く ことで はなく して、 敬虔なる 修法 を 以て 

鎭護國 家 を 祈念す る ことで ある。 その 事 は 弘法 大師の 眞言 密敎に 於て、 一層 徹底せられ たので あ 

九 

る。 真言 密敎 の說 くと ころ. は、 現 實の國 土 を 其の儘 曼荼羅 界 として、 三密 加持 を 以て 淨 化する こ 

とで ある。 その 六大四 曼の說 は、 恰も 住持 三寶に 理論的 基礎 を與 ふるものの 如くで ある。 眞言 密 

敎の說 に 依れば、 畫 木の 佛像は 無 相の 佛身 を象徵 する もので はなく して、 直ちに 生身の 佛 その も 

ので ある。 黃卷赤 軸の 經典 は、 その 所說の 道理が 理解せられ て 始めて 功德 であるの ではなく、 寄 

寫讀誦 も 其の儘 成佛の 行で ある。 特に 留意すべき は、 i& と は三密 加持 者で ある 乙と である。 それ 

は 佛道を 求む る 修行者で は あるが、 同時に 佛と 衆生との 中 介 者で ある。 衆生の 願 を佛に 吿げ、 沸 

の德を 康 生に 傳 ふる 中間 者で ある。 隨 て三密 加持の 僭 こそ は、 現實に 衆生 を 救 ふ 「生ける 佛」 とも 

いふべき ものである。 乙 の 意眛に 於て 眞言 密に 於ても、 三 寶を荷 負す る もの は^ 寶 であると いふ 

を 得る であらう。 

かくして 我が 國 上代の 佛敎は 住持の 三寶を 至要なる ものと し、 特に 傳敎 • 弘法 を 祖師と する 平 

安 時代の 佛敎 は、 ^中心で ある AJ と を 本流と する ものである。 


五 眞 赏 の 法  • 

然るに それが 一 轉 して 「法」 中心と なれる もの は 鎌倉時代の 佛敎 である。 乙の 時代の 佛敎は 特に 

日本的の ものと いはれ てぬるが、 その 代表者と せられて ゐる 親鸞 • 道元 • 日蓮 を 貫ぬ くもの. は、 實 

に 「法」 中心と いふ ことで ある。 この 三人の 中に 於て、 特に 前代の 護國 思想 を繼 承し 徹底せ る もの 

は 日蓮で ある。 それ故に 日蓮に は 自身 を 以て 「日本の 柱」 に擬 し、 「日本の 父母」 に 任ずる 「45」 中 ひ 的 

の. 面目 か 無い 乙と はない。 衆生 を 救 ふ もの は 日蓮 その 人で ある やうに 見える。 され ど そな >  は^だ 

妙法の 宣傳 者と いふ ことであって、 密敎に 見る が 如き 中間 者で はない。 卽ち 直接に 衆生 を 救 ふ も 

の は 妙法 五 字の 題目であって、 日蓮で はない ので ある。 隨て 妙法 五 字の 題目 を稱 ふるもの は、 當 

しく 皆 是れ佛 弟子で ある。 而 して 日蓮に 依れば、 我等の 歸 依の 本尊と すべき は 久遠の 釋迦佛 であ 

るが、 併し その 久遠の 釋迦 とい ふ も、 五 字の 題目の 他に 求む る を 要せぬ ものである。 日蓮の 宗義 

は三大 秘法に あ，. - とい はれて ゐる。 然るに その 三大 秘法と は 本 門の 本尊、 本 門の 題目、 本 門の 戒 

壇で あるが、 いづれ も 五 字の 題目に 攝 まるので ある。 本尊 は 心に 念ぜられる 佛 としての 妙法 五 字 

であ， り、 題目 は 口に 唱 へられる 妙法 そのもの としての 五 字で あ， 戒壇と は 妙法 を 行ず る 身で あ 
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る。 而 して その 身と はやが て佛 弟子 (僧) なるべき が 故に、 三寶 とい ふ も 所？^ 旺は 一 妙法に 歸す るの 

である。 

, 道元の 禪 もまた 三 寶をー 「妙法」 に歸 一す る ものである。 その 妙法 は 唯 だ 坐臟に 依りて 證 せらる。 

諸佛 はこの 妙法に 於て 佛 であ， り、 祖師 はこの 妙法 を 行 じて 祖師で ある。 

、  >  (一 〇) 

諸佛 如來、 ともに 妙法 を單傳 して 阿 舞 菩提 を證 する に、 最上 無 爲の妙 術 あり。 これ 唯 ほとけ 

弗に 授けて よこしまなる 乙と なき は、 すな はち 自受用 三味 その 標準な り。 こ の 三味に 遊 化す 

るに 端坐 參禪を 正門と せり。 乙の 法 は 人々 の 分 上に 豐に具 はれら と雖 も、 未" た修 せざる に は 

あら はれず、 證 せざる に はうる となし。 11 『正 法眼 藏辯 道話』 —— 

我等 は その 「唯 ほとけ 佛に 授けて」 とい ひ、 また 修證 一等 を說 くこと に 於て、 道元の 職 は 「SE」 中心 

であると 思惟す る ことが 出來、 る。 1|5 の 外に 佛 なく、 行の 他に 法 はない。 この 意味に 於て 道元 こそ 

最も 出家 の 道念 を 重んじた ものと いふ を 得る であらう。 それ は 我等 をして 傳敎 大師の 道念と mo 

ひ 合 はさし むる ものである。 され ど 道元に あらて は、 傳敎の 如く 出家 僧 を 以て 世間 を 救 ふ 资格^ 

とする もので はない。 それ は 唯 だ 如法の 行者と して 要求 さる、 のみで ある。 それ故に、 M つ； N に 坐 

,禪 を 行 ® し 得るならば、 その 人 は 必ずしも 出家 |5 とならねば ならぬ こと はない ので ある， - 禪法は 


元來、 出家 在家 を簡ぶ もので はない。 そこに 我等 は禪の 「法」 中心なる 意味 を 見る ものである。 

思 ふに 鎌倉時代の 佛敎 が、 特に 法 中心と なれる 乙と は、 佛敎を 以て 僧と 名づ くる 選ばれた る 者 

の 道と する 乙と から 解放 せんとせ る もので あらう。 それ故に それ は群萠 の宗敎 である 親 驚 聖人の 

眞宗に 於て は、 一層 明らかな NJ とで あらねば ならぬ。 詢に親 驚に 取りて は、 三寶 とい ふ も、 唯一 

なる 妙法 南無 阿 彌陀佛 の 外に はない。 その 佛體 よ. 9 は 名號を 重んじ、 特に 其の 名 を 以て 衆生 を 救 

はんとす る 彌陀の 願 を 信ずる 乙と は、 名號の 法の 上に 佛を 見る ものである。 また その 佛願を 信ず 

1 C 

る もの を 「眞 の佛 弟子」 とする こと は、 卽 ち念佛 者の 他に 僭 なき を 意味す る もので あらねば ならぬ。 

特に その 「親鸞 は 弟子 一 人 ももたず」 とい ふ 意識に 於て、 潸は 何等 內に 誇るべき 意味 を 有たぬ もの 

となった ので ある。 それ は 「道念 ある もの」 でない のみならず、 選ばれた る宣傳 者で もない。 僧 は 

唯 だ 假名であって、 その 實は 在家と 簡 ぶと 乙ろ はない。 それ故に 若し として 生涯 を 送る 者 は、 

特に 身の 罪障 感じ 佛の 德を讃 へ、 聞 法 を專ー にすべき であらう か。 

然るに 親鸞に あらて は、 その 法 は 特に 念佛 であった 乙と は 留意すべき 乙と である。 その 念佛は 

卽ち 南無 阿 彌陀佛 である。 而 して 阿 彌陀佛 は 南無の 心に 於て 信樂 せられ、 南無 は 阿 彌陀佛 の 本願に 

依りて 廻向せられ たる ものである ことに 於て、 それ は聖德 太子の 常住 眞實 の歸 依と 相應 ずる もの 
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である。 換言すれば、 太子に ありて 佛 であった ものが、 親鸞に ありて は念佛 となれ るので ある。 太 

一 三 

子 は 世間 虛假 唯佛是 眞と宣 ふ。 親鸞 は 「煩惱 具足の 凡夫、 火宅 無常の 世界 は、 よろ づ のこと みな 

一 W 

もて そらごと たは ごと、 ま aJ と ある NJ となき に 唯念佛 のみ どま 乙 とに てお はします」 と倾解 せら 

る、。 そ N- に は 和 國の敎 主と 和 國の敎 徒との 呼應が ある やうで ある。 

この 點 から 我等 は 親鸞の 『敎 行信證 化身 士文額 j に、 三寶歸 依を强 調して、 以て 宗敎 批判の 理 

として ある N- とに 留意せ ざる を 得な い。 

夫れ 諸の 修 多羅に 據らて 眞僞を 勘 決し、 外敎邪 偽の 異執 を敎誡 せば、 fSS 槃經』 に 言 はく。 佛に 

歸 依せば 終に 更に 其 餘の諸 天神に 歸 依せ ざれと。 『般舟 三味 經』 に 言 はく。 優 婆 夷、 是の 三味 を 

聞きて 學 ばんと 欲 は i^、 自ら 佛に歸 命し 法に 歸 命し 比丘 僧に 歸命 せよ。 餘 道に 事 ふる 乙と；^ - 

得 ざれ、 天を拜 する 乙と を 得 ざれ、 鬼神 を祠る 乙と を 得 ざれ、 吉良 日 を視る 乙と を 得 ざれと。 

乙の 敎說は 必ずしも その 言葉の 如く、 「外 敎邪僞 の 異執を 敎誡」 する のみで はない。 同時に 佛敎部 

內に對 して、 その外 敎邪偽 化して ゐる NJ と を 反省せ しめんと する ものである。 しかも その 爲に特 

に 三寶歸 依を說 かる 、所以 は、 所 設佛敎 は聖德 太子の 思 召に 歸 るべき もので あろと い. ふこと にあ 

るので はなから うか。 太子の 名 を擧げ ずして 太子の 旨に 應 ふると こ K:、 我等 は 却て そこに 旨 趣の 


深き もの ある を覺 ゆる ものである 


(註) ( 一 ) 『勝 奪經』 笫 一 嘆 佛眞實 功 德聿の 御 解釋。 勝 a 夫人 も 曾 (昔日) て は 釋迦佛 (無常の) に歸 依して、 小乘の 五戒 を 受け 

た ことがある。 今 (今日) や 一 轉 して 常住 眞實 に歸 依し、 大乘の 十大受 を受持 せんとす るので ある。 

(二) 『勝 鬟經』 第五 一 乘 章の 御 解釋。 文の 意味、 本文 中に 解說。 

(三) 『佛遣 敎經』 

わ ft 

(四) 未 度の 世 問、 未だ 生死の 海 を 度らざる もの、 煩惱の 衆生。 無 依の 世間。 依る ベな きもの。 

(五) 平靜 なる 心。 衆生に 對 する 慈悲心の 平等に して、 しかも 寂 かなる 心。 

(六) 法身 • 般若 • 解脫 を如來 の三德 とい ふ。 それ故に 嚴密に は如來 法身と 三德 中の 法身と は 意味に 廣狹の 別が ある。 

(七) 『勝 蠶經』 嘆佛眞 實功德 章に、 佛德 を讃へ て 如来 色無盡 とい ふ。 太子 は 此色字 を 問題と して 種々 の 解釋を 施されて 

ある。 その 中に 以レ 智爲レ 色との 御說 出づ。 

(八) 小 著 (本 叢書) 『傳敎 • 弘法と 日本 文化』 四 三 頁參照 

(九) 同上。 五三 頁 已下參 照 

二 〇) 阿耨 菩提、 阿耨 多羅 三貌三 菩提の 略。 無上 正眞 道と 譯 せらる。 佛道 のこと。 自受用 三昧 自分自身で 法 味 を受用 

する こと 0 

二 一 ) 『敎行 信證』 信 文 類末卷 

( 一 二) 『歎 異抄』 第 六 章 
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二 三) 『中宮 寺 曼荼羅 繡 帳銘』 

二 四) 『歎 異杪』 結 文 

( 一 五) 在家の 信女 
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第二 章 一 乘 思想の 展開 

釋 迦 如 來、 此 の 土に 應 現し 給ふ大 意 は、 將 に 宜しく 此の 經敎 を演 ベ、 同 歸 

の 妙 因を修 して 莫ニ の 大果を 得し めんと 欲すに あり。 

初め 鹿苑 より 物の 機 を 養育し、 王城に 至りて 始めて 一 大乘の 機 を發し 

て 如 * 出世の 大意 を稱會 す。 卽ち廣 く 萬 善 同 歸の理 を 明かに して 莫 

二の 大果を 得しむ る 乙と を 明かす。 —— 『法 華經 義疏』 —— 

一 乘は是 れー體 三 寶 の 因 二 體三寶 は是れ ー乘の 果なり。 をれ 昔日の 

梯 橙 の 三 寶 及び 五乘の 別なる こと は、 同 じく 是れ 方便の 說 にして 是れ 

實說 にあらず、 今 は 則ち 旣に五 乘を會 して ー乘に 入て 同じく 常住 一 杲 

二 

の 因と なす。 11 『勝 鬉經 義疏』 11 

一 『法 華 經』 の 槪 要 

常住 眞實 に歸 依す る 乙と は、 我等の 生死 を 貫ぬ いて 不變 なる もの を與 へらる、 乙と である- 
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生の 現實 は動亂 極， 9 がない。 それ故に その あるが ま 、の狀 態に 於て は、 流轉 輪廻の 外な きものと 

言 はねば ならぬ。 され ど 常住 眞實 に歸 依す る 乙 とに 依. 0 て 、そこに 統 一 が與 へらる 、のみならず、 

生の 意味す らも 感ぜ しめられる。 かくして 人は眞 實の歸 依に 依. 0 ての み 人た る を 得る ので ある。 

然るに 人は單 なる 個人に あらず して、 種々 の關 係に 於て 立つ 人間で ある。 それ故に 眞 a の s.^ 

は 人々 の歸 依で ある ことに 於て、 同時に 人間界に 統一 を與 へる もので あらねば なら r -。  ^ふ ± 

會も國 家 も 歸依を 一にす る AJ とに 於ての み、 その 意味 を 有つ AJ とが 出來 るので あらう。 ぃ么こ 「gy 

生の 終歸」 は、 やがて 其の儘 「萬國 の極宗 」 となる 所以が あるので ある。 之に 依， 0 て ®& による- r 

善 は 如何に 千 差 萬 別であって も 畢竟 同一 の 意味 を 有つ ものと なる。 AJ れを 「萬 善 同歸の 一 乘 I と 

云 ふ。 而 して その 事 は 『勝 鬉經 義疏』 にも 說 かれて あるが、 特に その 事の みを强 調され たる もの は 

『法 華經 義疏』 である。 「唯 有 一 乘」 と說 かれし 『法 華經』 は、 聖德 太子に 依， 0 て 「萬 善 同歸」 を 以て. 

會 せられ 開顯 せられた ので ある。  - 

これに 依りて 我等 は先づ 以て 一 應 『法 華經』 の 所說を 知らねば ならぬ。 太子に 依れば 此の 經は n 

力ら 二部に 分か たれる。 その 前半 は 萬 善 同 歸の理 を 說 いて 「因 一の 義」 を 明かし、 後半 は佛： "一； t:- た 遠 

を 開顯 して 「果ー の義」 を 明かす ので ある。 而 して 其の 因 一 の 義を說 くや 上 .中. 下の 三 根 こ 腿 じ 


て、 上 根に こ は法說 し、 中 根 人に は譬說 し、 下 根 人に は 宿世の 因 緣を說 いて、 萬 善 同 歸の旨 を 明 

ら かにす るので ある。 その上 根 人に 對 する 法說と は、 卽ち 「方便 品」 の說 であって、 そこに は釋迦 

も從來 は聲聞 • 緣覺. 菩薩の 三乘 法を說 くと 雖も、 それ は 唯 だ 根 機 を 調 ふる 方便であって、 佛 出世の 

本意 は 偏に 佛智 見に 開示 悟入せ しむる にある ことが 說 かれて ある。 それ故に 眞實に は 「唯お 一 乘法 

のみ あり」 て、 ニ乘 もな く三乘 もない ので ある。 かくして 唯 有ー乘 法と いふ ことが 『法 華經』 の 中 

心 思想 を爲す ものと なった ので ある。 

中， g 人に 對 する 譬說 は、 有名なる 「譬喩 品」 の 長者 火宅の 譬 である。 長者 は 火宅の 我が 子 を 救 は 

が爲 こ/ 門外 こ、 羊 鹿 牛の 三 車 (即ち 聲聞. 緣覺. 菩薩の 三き ありと 方便して 之 を 誘引 救出した。 而も 門タ 

に 於て 與 へられた もの は 三 車に あらず して、 唯一 の 大白 牛車で あつたの である。 兹で與 へられた る 

大白 牛車 は 約束され たる 三 車中の 牛車と 同じ もので あるか 異る もので あるかが 問題と なる。 而し 

て それ を同體 とする もの は 三 車 家と いはれ、 異體 とする もの は 四 車 家と いはれ て ある。 それ はす 

ろず ば與 へられず とする も、 その 與 へられる もの は 求めた やうな もので あるか、 それとも 求めた 

る もの を 超えて あるかと いふ 問題と なる であらう。 また それ は 一 乘とは 佛智に 於て であるか、 凡，.^ 

に 於て であるかと いふ 思想に も關る やうで ある。 然るに 經の 本意 は 恐らく 大白 牛車 を 以て 殊 別の 
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ものと する にある ので あらう 。何故 なれば 此の 譬說を 方便 品の 法 說に對 照す るに、 昔 曰の 三 乘敎は 

それ どれの 根 機に 應 じての 別 因 別果の 法で あ， o、 今日の 一 乘敎 は佛の 正直 捨，， 方便， の ® 說 にして、 

佛 知見に 開示 悟入せ しめんと する 一 因 一 果の 法で あるから である。 されば こそ 長者の 子 も 門外に 

大白 牛車 を 得て、 「非， i-, 所望 J と 喜べる ので ある。 また 次の 「信 解 品」 に 於け る 長者 窮 子の En., ？、 

之に 依りての み 如實に 領解し 得る であらう。 窮 子の 惑 は それ 自身の 心境の 開發に 依らて は 解けず 

に、 唯 だ 長者の 慈悲に 依らての み 解けた ので ある。 それ は卽 ちー乘 法よ、 佛因佛 果たる こと を ffi 

はす ものである。 

而 して 此の 事 はまた 下 根 人に 對 する 宿世 因 緣の說 に 於ても 見る ことが 出來 る。 方便して 三乘を 

說け ども 眞實は I 乘 法に. ある こと は、 過去 宿世からの 佛敎 化の 規約であった。 それ は&も .£ 水 を 

五 百 由 旬の 遠き に 求む るに 堪 へざる ものの 爲に、 三百 由 旬の 化 城 を 示す が 如くで ある。 勿論、 それ 

らの經 文に は 三 車 家の 證明 となる ものが 多い ので あるが、 併し それら は 一 乘 法の 有つ S 味，」 ぉ，^ 

大乘と 同 一 なる ものが あるが 爲 であって、 一 乘法 それ 自體 が三乘 中の 荐薩 法と 同 一 なる が爲 では 

ない。 何故 なれば 三乘 中の 菩薩 乘は聲 聞. 緣覺 のニ乘 に相對 する もので あり、 ー乘法 は聲聞 .緣« 

の ニ乘を も、 その ま、 「汝等 所ん 付是 菩薩 道」 と會 する ものであるから である。 


然るに 聖德 太子 は、 この 三 乘に加 ふるに 更に 人 天の ニ乘を 以てし、 五 乘の歸 一に 於て 萬 善同歸 

の 旨 を開顯 せられた。 かく 『法 華經』 に は 現れて をらぬ 人 天 乘を加 へられし こと は、 恐らく 『勝鬉 

經』 に 世. 出世の 善と あるに 思 ひ 合 はされ たもので あらう。 卽ち 『法 華經』 に は 三乘と あれ ども、 

『勝 鬉經』 に對照 すれば 五乘 でなければ ならぬ と 見られた ので ある。 され ど 我等 はか V る 文 i 的 根 

據 よりも、 寧ろ 人 天の 善 を 取り入れて こそ 眞に ー乘の 意義が 徹底す る ものと 見られし、 太子の 御 

識見 を 思 はざる を 得ない。 聲聞 • 緣覺の 如き は是 れ世捨 人で ある。 「彼の 山間に 就て 常に 坐 1  禪を好 

ものの 如き は、 直接 我等の 問題と なる もので はない。 我等の 問題 は、 人 天の 善と いはれ てゐ 

る ものの 意味 如何で ある。 それ は 永遠に 唯 だ 世間 善と して 貶せら るべき か。 それとも 其の儘 佛道 

と轉 成せら る、 法で あるかが 問題で あらねば ならぬ。 それ故に 太子 は 殊に 人 天の 善 を 取り入れて、 

以て 萬 善 同 歸の理 を 明らか に せられ たので ある。 

その 因 一 の 義に對 して 果 一 の 義を說 かれし 後 芊の經 文 は、 特に 「地 涌 品」 と 「壽量 品」 とに 於て 見ら 

る 、ので ある。 この 二 品に 於て 釋迦の 化 益 を 受けし もの は旣に 無量 無邊 である ことが 顯 はれ、 そ 

sly 

a こ 依りて 釋迦は 伽邗始 l| にあらず して 久遠 古 成の 佛 なる 乙と が開顯 された ので ある。 然るに 太 

子の 解說は 特に 唯 有 ー乘の 前半に 力 を 注いで あり、 佛壽長 遠の 後半の 說に 至らて は、 その 解釋は 
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極めて 簡單 である。 隨て 我等 は その 萬 善 同 歸の說 に 於て、 特に 太子の 御 精神の あると こ ズっを 知ら 

ねばなら ぬので ある。 

ニ五乘 善の 歸 一 

されば 萬 善同歸 とい ふこと は 如何にして 成立す るで あらう か。 それ は 旣に言 ふ 如く 唯 だ S 依 を 

一 にす る ことに 依りて である。 換言すれば 五 乘は夫 自體は 別 因 別 果なれ ども、 常住 眞 に歸 依す る 

乙と によ， -て 一因 ー果 となる ので ある。 隨て兩 者の 場合、 因果の も 台から 異ならざる を^な 

い。 別 因別果 にあり て は、 果は 理想で 因 は それ を實 現す る 行で ある。 それ故に、 別 W 別 果とは * 

竟 AJ れ 理想 實 現の 善で あると いって 宜ぃ であらう。 これに 對 して 一因 ー果と いふ ことの 成立す る 

爲に は、 その 依る ところ を 一にし、 その 歸 すると AJ ろ を 1 にせねば ならぬ。 隨て 因果と は 根摇と 

歸 趣と いふ 意味と なる であらう。 それ故に、 一因 一 果とは 畢竟 乙れ 歸依 による 行 善で あると いふ 

乙と となる ので ある。 

この 二種の 善に 於て、 我等 は先づ 理想 實 現の 善 は 別 因別果 であると いふ 乙と を 明らかにせねば 

ならぬ。 それ は 理想 は 萬 人に 於て 必ずしも 同一で はない からで ある。 この 事 を 語る もの は 五乘の 


別で ある e 五乘 Q 善 は 大 體 に 於 て 世 善 と 出世 善 とに 分か たれる。 その 世 善と は 人 天の 善で あ t 乙 

七 

れに對 して 聲聞 • 緣覺 等の 三乘は 出世の 善と いはる、。 世 善 は 有 漏 性で あ， 5、 出世 善 は 無 漏で あ 

る。 而 して 其の 出世 善に 於ても、 聲聞 • 緣覺 のニ乘 は、 唯 だ 空 寂の Sd 槃 のみ を 求む るが 故に 自利 

のみの ものと せられ、 菩薩 は 涅槃と 共に 菩提 を 求む る が 故 に 自利 々他す る ものと いはれ て； 力る。 

更に 若し その 世間 善に 於て 人と 天と を 分かてば、 一 般に 「五戒 は 人身 を 得、 十 善 は 天 身 を 得」 とい 

九 

は ri て をる： 太子 も 亦 乙の 說を用 わて をら る、，^ 併し 乙れ； H 三 に 就て いへば、 欲 界の人 天 は 散 

善に 依り、 色 • 無色 界の天 は 定善を 行 ふとい はれて ある。 また その 杲 報に 於 V ぶ」、 人間 は 苦樂相 

半ばし、 天 は苦 少く樂 多 いとい ふ Z と であ る。 次に 聲聞 • 緣覺 の 別 ば 、 聲聞 は 四聖 諦を觀 じ緣覺 は 

十二 因緣を 観ずる もので あ，^。 或は また 其の 名に 依りて、 聲聞は 敎法を 保持す る 敎圑の 弟子 達で 

あり、 緣覺は それに 慊ら ずして 隱遁 生活 を爲す ものと い ふ を 得る であらう-) かくして それぞれ 理 

想と 行 業と を 異にする に 依らて、 五 乘の別 は 成立す るので ある。 

思 ふに 人 天の 世 H 善と い ふ は、 これ 人生観 を 有たざる ものの 善で ある。 それ は 人生に 於け る 事 

象 を 問題と して、 人生 そのもの を 問題と せざる ものの 行爲 である。 それ故に、 それ は 人生に 關し 

て 定れる 智慧な く、 隨 て行爲 と幸禍 とに 關 して 常に 動搖 なき を 得ぬ ので ある。 その 行爲に 就ての 
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心の 動搖を 煩惱 とい ひ、 煩惱 ある 行 爲を有 漏 業と 呼ぶ。 されば その 善事 は、 それに 依りて 幸福 を 

惠 まれても、 久しく 保つ M とが 出來 ぬ。 何故 なれば 幸福 そのもの にも 惑 を 生ずる からで ある。 乙 

れに對 すれば 出世の 善 は、 皆 人生に 對 する 智慧 を 有ち、 確かなる 世界 觀を 有ち て行修 する もので 

ある。 然るに 其の 中に も ニ乘と 菩薩の 別 ある AJ と は、 恐らく 兩 者の 人間 觀が異 るに 依る ので あら 

う。 ニ乘の 人間 觀は 個人 を單 位と する。 それ故に 苦惱の 解脫と は、 自己 を社會 苦から 救 ふこと で 

ある。 菩薩の 人間 觀は、 全人の 意識に 立つ。 それ故に 利他せ ずして は 如實に 自利す る AJ とも 出來 

ぬ。 AJ れに 依，. >  て 自利々 他し、 世と 共に 救 はる V 道 を 求めん とする ので ある。 

然るに 是 等の 五 乘の善 も、 常住 眞實 に歸 依す る AJ とに 於て 同一 佛乘 となる。 卽ち 一因 一， 果 とな 

るので ある。 AJ の 事 を 明らかにする 爲に、 我等 は先づ 以て 菩薩 行 は 理想と して 果して 成立す るか 

何う か を 考究せ ねばならぬ。 菩薩の 理想 は旣に 自利々 他で ある。 それ故に 自利 せんがた めに は 先 

づ 利他せ ざるべからず、 また 利他 せんがた めに は先づ 自利せ ねばならぬ であらう。 しかも それ は 

やがて 自利に 於て 利他 を缺 き、 利他に 於て 自利 を 失 ふこと ある を 意味す る ものである。 何故 なれ 

ば、 上 求-菩提， と 下 化， 一 衆生 一と は、 必ずしも 同一で はない からで ある。 AJ の 矛盾 を 免る 、道 は、，：：： 利 

の 外に 利他な く、 利他の 外に 自利な きこと を領畲 する とで ある。 併し か、 る領會 ば、 果して 理 


想赏 現の 立場に 於て 獲得 せらる 、 であらう か。 この 領會は 唯 だ 常住 眞實 に歸 依す る ことに 於ての 

み、 何等の 疑念 もな く 獲得 せらる、 ので ある。 兹に三 車の 菩薩と 四 車の 菩薩との 相違が あるので 

ある。 

菩薩の 道 すら 旣に歸 依な しに は 成立し ない。 ニ乘の 法. は それ 自身と して 成立せ ぬ 乙と は 一 層 明 

らか である。 二 乘の法 は 涅槃 を 求む るに ある。 併し 實際 上の 問題と して は、 その 求 S 槃と いふ 乙 

とと、 人生の 逃避と. を區 別す る AJ と は 困難で あらう。 解 脫の耍 求 は 愛 著の 反面であるなら ば、 か 

くして 證 せられた S 槃は 眞實の S 槃 ではない。 それで ニ乘は ニ乘の 立場 を 守る 限， り、 眞實に S 樂 

を 得る か 何う か は 疑問と せらる ， ^ので ある。 之に 依らて 『勝 鬉經』 では 眞の涅 般 木 は 唯 だ如來 にの み 

ありと せられた。 され ど 二 乘も亦 常住 眞實の 如 來に歸 依す る ことに 於て、 その 願の 如き S 槃に入 

る を 得る であらう。 何と なれば、 その 求 Sd 槃は 人生の 逃避で はなく して、 眞實 なる ものに 攝取さ 

れ ての 心で ある ことが 明らかで あるから である。 而 して 其の 求 涅槃 は、 其の儘 菩薩 道で あると も 

いふ を 得る であらう。 何故 なれば、 眞實の 歸依を 有つ ものに 取りて は、 自利 その ま、 に 利他の 德 

を與 へらる、 からで ある。 

その 事 は 同様に 人 天の 善に 就ても いふ ことが 出 來る。 人 天に ありて は、 その 理想と いふ も 欲望 
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と 混同され てぬる。 それ故に、 その 儘の 相に 於て は、 要するに 流轉を 免れぬ ものである。 され ど 

常住 眞實 に歸 依せば、 眞實の 光 は 人 天の 生活に も 意味 を與 へずに は 置かない。 何と なれば 眞赏に 

歸依 する ものに は、 ， 人生に ありて 人生 已 上の 根 據が與 へられる からで ある。 その 根 據は人 天の 善 

を も その ま、 佛 道たら しむる ので ある。 かくして 「花 あれば 必ず 實 あり、 善 あれば 必ず 成佛」 

.1  二 

し、 「無量の 萬 善 は 同歸」 して ー乘 となる ので ある。 

三歸依 善の 全體性 

然るに かく 萬 善が 同歸 して 皆佛 道と なるとい ふこと は、 それぞれ の 善が 各， - の 分 を盡す こと 

に 於て 全 衆生 界の 用に 立つ とい ふこと である。 唯 有ー乘 とい ふ AJ と は、 た、：^ 萬 善 同歸に 於て 成立 

する。 しかも 同 歸の萬 善 は 萬 善と しての 差別 を碍げ ない。 萬 善 は 各.' その 分 を盡す 乙と に 於て、 

その ま 、全 的 意味 を 有つ 乙と となる。 それ は 歸依を 一にす るからで ある。 兹に 於て か歸 依の 善 は 

特に 理想 實 現の 善と 如何に 異 るかが 明らかと なる であらう。 歸 依の 善 は 分を盡 して 用に 立つ ので 

ある。 AJ れに對 して 理想の 善 は體に 立ちて 全 を 現さねば ならぬ ので ある。 

我等 は 人と して 全き もので あらねば ならぬ とい ふこと、 それ を 理想と して 見れば、 各人が 知：： を 


具備し、 出來 得る 限， 9 才能 を も 有つ ことで ある。 それ は 言 は、：^ 人々 は 皆 菩薩と なれ、 とい ふこと 

である。 隨てか V る 全き 人に 依りて 構成され たる 社會に は、 特に 個人の 自由と いふ ものが 尊重 さ 

れ ねばならぬ。 併し 旣に言 ふ 如く、 か、 る 全 は 理想で ある 限 6 現赏に はない。 加 之、 縱へ 有る と 

しても、 か V る 意味に 於て 全き 人 は、 社會 とい ふ 眼から 見れば、 掛け 代の ある 者と いふべき であ 

らう。 それ故に、 若し 統制 主義と いふ ものが、 是の 如き 人 を 作る にあり とせば、 その 根本 a 念に 

於て は 個人主義と 異る もので はない。 その 限 り、 をれ は 眞實の 歸依を 知らざる ものと いはねば な 

らぬ。 何と なれば、 歸 依に 於て 全き 人と なるとい ふ 乙と は、 唯 だ 各人が 其の 分 を盡す 他に はない 

からで ある。 その分を盡す^Jとに於て掛け代の無きものでぁ.：^、 また その 分 を盡す ことに 於て、 

全の 德が自 から その上に 現る、 ので ある。 而 して 自由 を 理想と する もの は、 却て 社會の 規約 を 守 

ら ねばなら ぬに 對 して、 分 を盡す もの は與 へられた る 約束の 內 にあり つ、、 內面 的な 自由 を 感ず 

る を 得る ので ある。 而 して 統制 は本來 的の ものと して 行 はれて をり、 また 行 はるべき である。 

それ故に、 歸 依の 善 は 一 行に 於て 一 切 行 を 成就す る 意味 を 有つ。 卽ち世 善 も 其の儘に して 出世 

の 善と なり、 人 天の 行 も その ま. - 菩薩の 大行 となる。 この 點 から 我等 は 近く 試みに 世 善に 於て、 

如何に 五乘の 善が 含蓄す るか を 究明す る 乙と としょう。 それに 就て 第一に 思念すべき は、 人生 
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を 肯定す る 世間 善が、 人生 を 否定す る 出世 善と 融ー する ことで ある。 人 天の 善と いふ は、 如何に 

すれば 最も 幸福で あり 得る かとい ふ 希望の 本に 行 はる V ものである。 それ故に、 それ は^に 「如 

何に 生くべき か」 を 問題と する ものであると いふ を 得る であらう。 れ に反して 聲 聞*緣3； はの 善 は、 

人生 を 苦と して 如 1^ にして 此. の 人間苦 を解脫 すべき か を 問題と する ものである。 それ故に ニ乘の 

スル 

善 は、 常に 涅槃に 向 ふことの 願に 於て 行ぜら る、 ので ある。 その 道諦 としての 八 正道 は、 趣 n.^ 

涅槃- の 道で ある.」 されば 「汝の 言行 をして 常に 涅槃に 歸 する ものたら しめよ」 とい ふこと がニ乘 

道で ある。 隨て 若し 乙の 涅槃 乙 そ 眞の滅 であり、 また 死で あると せば、 二 乘道は 「如何に 死す ベ 

きか」 にあら とい ふ を 得る であらう。 凡夫の 生活 をして ゐて は、 永劫に 死滅す る ことが 出來 ない。 

それ は 業 煩惱に 依る 生死 流 轉を繰 返さねば ならぬ からで ある。 されば 如實に 死に 切る ことの 出 * 

る 生涯 こそ、 ニ乘 道の 願で あらねば ならぬ。 隨て それ は 其の儘の 相で は、 人生 を 肯定す る揪 道 

と、 到底 融 一すべき もので はない。 

然るに 常住 眞實 への 歸依 は、 M の兩 者を融 一す る。 それ は 常住 異赏 なる ものが、 生の 依る とこ 

ろと なり 死の 歸 すると 乙ろ となる からで ある。 その 生の 依る ところと なるや、 人 をして 安んじて 

行 A! しめ、 その 死の 歸 すると nJ ろと なるや、 人 をして 死して 慽 なから しむる ので ある。 5^ ふに 理 


想 主義 は、 理想の 善 を 求む るが 故に 現 實には 安住の 心境 を 有つ もので はなく、 また 善 を 行 ふこと 

其の 事に も滿 足す る ことが 出 來ぬ。 それ は 常に 行うての ち 安ん ぜんとす る の 立場に ある の であ 

る。 これに 反して 歸 依の 善 は、 安ん ずると ころ あるが 故に、 行中 自 から 滿足を 感ずる ことが 出來 

るので ある。 乙れ 卽ち 生活の 充赏 である。 然るに その 充實の 生活 は、 やがて また 眞赏 の滅盡 への 

道で ある。 死して 慽 なきの 道で ある。 卽ち 生の 限ら を盡 すと いふ ことが、 その ま、 s 槃 への 道に 

契 ふ ものである。 それ は 決して 單 なる 否定的な 解脫 道で はなく して、 人生の 肯定 その ま.^ 人生 を 

解脫 する 事と なる 道で ある。 積極に して 消極と 歸 1 する ものである。 世に出 づる道 その ま、 世 を 

離る 、道で ある。 卽ち 「如何に 生くべき か」 は、 「如何に 死すべき か」 と 合一し、 生の 依る と ころと 

死の 歸 すると 乙ろ と は 一如に して、 世 善と 出世 善と は融 一 せしめら る、 ので ある」 

自利と 利他との 一 致が 歸 依の 善に 於ての み 成立す る 乙と は、 旣に說 ける 乙と である。 我等 は 今、 

それ を 分を盡 すと いふ 意味に 於ても 知る こと を 得る であらう。 歸依を 一 にして 分 を 行 ふこと に 於 

て は、 自利 もな くまた 利他 もない。 それ故に、 それ は 自利と もな，^ 利他と もなる。 若し 誤って 其 

の 分 を 超えて 利他 すれば、 それ は 却て 自他 を破壞 する ものと なる であらう。 兹に 理想の 善と して 

の 菩薩 行 は、 それ 自身 體 となりて 自利々 他の 用 を 現さん とする もので あり、 歸 依の 善 は 自利々 他 
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の 德を歸 依の 體 にあり として、 自身 は 却て 用に 立つ ものである ことが 思 はる.^。 誠に 人， H: らを行 

善の 體 とする が 故に、 自利と 利他との 間に 矛盾 を 免る 、ことが 出來 ぬので ある。 され ど 利々 他 

の德が 旣に歸 依の 體に具 はれり とせば、 行者 は その 用に 立つ AJ とに 於て 41： 然に. mi 利々 他せ しめら 

る、 ので ある。 かくして 理想の 善 は 全た らんと して 常に その 圓滿 ならざる 慽 あるに 對 して、 歸依 

の 善 は 分に して 其の儘 全の 德を與 へ らる V ので ある。 

M れに依 6 て 我等 は 略 ぼ 人 天の 善に 於て、 普ね く 五 乘の善 を內攝 する こと を證 明し たと わ 

ふ。 併し それ は 言 ふまで もな く、 それ故に 善と して 有るべき は 人 天の 善の みで あると いふ ことで 

はない。 その 形に 於て 二 乘の善 あら 菩薩の 善 ある は宜 いこと である。 出家 修道 を 事と する ニ乘的 

善 も、 常住 眞實 に歸 依す る 限り、 その ま V 菩薩 itE である。 その 內而的 功 德は敢 て 社 會的敎 化 を 事 

とする ものに 劣る もので はな い。 眞の 菩薩 僧 は 却て 山林に 行修 するとい ふこと も W 心 はる、 ので あ 

る。 況ゃ眞 實に濟 世 利 民 を 事と する 人物に 於て は、 特に 尊重すべき である。 併し それらの 人々 も 

決して それ 自身 だけで 全たら 得る もので はない。 隨て それ 自 身で は、 分で あ， り 用で あると いふ ム 

識を 失うて はならぬ であらう。 而 して そこに M そ 五 乘を會 して 一 乘 とせら る V 意味が 成立す るの 

である。 


されば 乙の ー乘 法が 如何に 「萬國 の 極宗」 であるか は、 今更の 言を俟 たぬ 乙と であらう。 人 天 は 

庶民に、 ニ乘 よ. 學 者に、 菩薩 は 直接に 世の 爲を 計るべき 官職に ある 者に 思 ひ 合 はさる. -乙 とも 看 

過すべからざる 乙と である。 而 して 夫 等の 國民的 善 は 悉く、 「天壤 無窮 ノ皇 運ヲ 扶翼 ス」 る ものと 

なること に 於て、 『法 華經』 の 佛壽長 遠の 說が 想起 せらる、。 聖德 太子の 『法 華 義疏』 の 思 召 も、 或 

は兹にぁる^Jとでぁらぅか。 果して 然 らば 佛敎も また、 國體 開顯の 用に 立てる ものと いはねば な 

らぬ。 

四 悉有佛 性の ー乘 

かくして 法 華ー乘 は、 聖德 太子に 依りて 萬 善同歸 と開顯 せられた。 それと 同時に 日本に 行 はる 

べき 佛敎 は、 一 乘 思想 を 有つ もので なければ ならぬ M とが 定まった ので ある。 誠に 敎主釋 尊に 取 

りて 出世の 本懐であった ー乘敎 は、 わが 和 國の敎 主 聖德皇 に 依りて、 國民敎 化の 本と して 見出さ 

れ たので ある。 隨て 後代の 佛敎 は、 その 意識せられ たると 意識せられ ざると に拘ら ず、 太子の 一 

乘 思想 を 所 依と し、 それに 歸趣 する ものと しての み、 その 意味 を 有つ ものと なった ので ある。 

NJ の 太子の 御 精神 を 第一に 心證 せる もの は傳敎 大師であった。 傳敎の 著作の 中には、 所々 に 太 
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子に 對 する 追慕が 現れて ゐる 。大師 は 『法 華經』 に 依りて 一 乘敎 を說 くに、 その 先覺 者と して sfffi 

太子の 在す ことに、 無上の 喜び を 感じられ たので ある。 而 して 大師 は 眞僧を 作る こと を 以て、 太 

子の 御 旨に 應 ふるもの とせる 如く、 法 華 一 乘を弘 むる こと を 以て、 國家を 安泰に する 所以と W わ 惟 

せる ので ある。 併し 傳敎に 於け るー乘 原理 は、 太子の 如く 萬 善同歸 とい ふこと ではなく して、 悉 

响佛 性と いふ ことであった。 

然るに その 悉有佛 性と いふ 乙と も、 太子の 上に 見られぬ こと はない。 『勝 鬉經』 に 於け る 如來藏 

一 四 

の說 は、 卽ち 悉有佛 性の 原理で ある。 また 篤 敬 三寶の 憲法に 於け る、 人 鮮，， 尤惡， とい ふこと も、 悉 

有佛 性の 道理に 立ちての 御言 葉と 拜 する こと も出來 るで あらう。 この 意 * に 於て、 W 敎の 說は 

聖德 太子の 精神 を繼 承せ る ものと いふべき である。 併し 同じく 一  乘を說 くに、 太子 は 萬 善； I:® に 

依られ、 傳敎は 悉有佛 性に 依れる 乙と は、 留意すべき 乙と であらねば ならぬ- をれ は傳敎 の學系 

が 太子の それと 異 るに 依る 乙と であらう。 而も そこに は自 からなる 敎 主と 高 45 との 感情が 彰れ て 

ゐる ことが 看取 せらる，/。 萬 善 同歸と は、 敎 主としての 御意に 於て、 寓 人の 蕃が 同一 功德を |g め 

られ たので ある。 されば 人 鮮尤惡 とい ふこと も、 恐らく 我が 子 を惡 人と S. 心 ふことの 出來ぬ 親心の 

言葉で はないで あらう か。 これに 對 して 傳敎の 悉有佛 性と いふ は、 如 來の御 が^ 人に 潜入し 內 


在す る を 認めての 言葉で ある。 それ故に 傳敎に は、 各人に 現れて ゐる萬 善より は、 各人の ffl も 及 

ばずに をる 佛 性が 注意せられ たので ある。 

それと 同時に 悉有佛 性の 說は、 敎 化の 可能 を證 明す る ものであった" その 事 も 亦た 能敎從 之と 

いふ 憲法の 御 精神に 顯れ てゐる ものである" されば をの 能敎 者に は 誰が なる ので あらう か。 そ 乙 

によ 明らかに 眞 II 气が耍 求され て ある.^ 傳敎の 道念 は、 乙の 要求に 應 ずる ものである 乙と は、 旣に 

說 ける NJ とで ある。 思 ふに 傳敎が 國寶を 理想と して、 能 言 不能 行の 國師を も 作らん とせる 所以 も 

兹 にある ことで あらう。 一 乘戒の 普及 は傳敎 一代の 事業で あつたが、 それ も 結局 は それに 依りて 

萬 人を敎 化せん とする にあった に 違 ひ はない。 かくして 日本一 州 皆 歸，， 妙法， とい ふこと が、 悉有佛 

性の 道理の 上に 希求せられ たので ある.」 その 限り 悉有佛 性の 一 乘を說 くこと は、 傳敎を 祖師と す 

る 日本 佛敎 僧侶の 道で あると いはねば ならぬ。 而 して 其の 事 は 道念 高き 碩德に 依りて 傳統 せられ 

たこと である。 

我等 はまた 更に、 指導者と しての 僧侶の 修行 は、 唯 だ 悉有佛 性の 信念に 於ての み 成立す る もの 

なる 乙と を 思 はざる を 得ない。 傳敎の 心證に 依れば、 菩提心 を發 して 止觀 業を修 する ことが 衆生 

を 利益す る 乙と となり、 遮 那業を 行 じて 護國の 法を修 する ことが 國 民に 息災 を isl^ む 乙と となる の 
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である。 ー乘 止觀院 もこの 信念の 上に 建てられた のであった。 併し さう いふ 乙と は 如何なる 道理 

に 依， CS て 成立す る 乙と であらう か。 それ は 恐らく 唯 だ 悉有佛 生と いふ AJ との： fl はない であらう。 

總 じて 如來と 衆生との 間に 介して、 如來の 功德を 衆生に 廻 施し 得る 所以 は、 悉有佛 性の 道理に 依 

る ものの 如くで ある。 菩薩の 發心 は、 如來の 心中に 衆生 を 見、 衆生の 心內に 如來を 邦 する ことに 

依， 0 て增 進す るので ある。 而 して それが 菩薩の 利他 敎 化の 信念 を 加 ふるもの となる ので ある。 そ 

れは 日本 佛敎に 於て は、 特に 功德 廻向の 上に も觀ら る、 ものと なった。 乙の 意味に 於て 悉^ 佛性 

のー乘 は、 特に 高僧 修道の 原理と して 心證 さる、 ものと いふべき である。 - 

五 誓 願 の 宗 敎 

然るに この ー乘 思想 は、 親鸞 聖人に 至りて 更に ー轉 する NJ ととな つた。 それ は 「誓願  一 W 乘」 と 

一 六- 

い  はれ、  また 「太 願圆頓 ー乘」 とい はれて ぬる ものである。 併し それ は 「一 乘」 とい ふこと を 中： 题 と 

して ゐる 限， 0 に 於て、 萬 善 同歸ゃ 悉有佛 性と 相違す る もので はない。 『敎行 信證 j 行卷に 於け る 一 

乘 海の 解 釋を 見れば、 その 誓願 ー佛乘 は、 密かに 聖德 太子 ゃ傳敎 大師の 精神. VI 繼承 せる ものの 如 

くで ある。 卽 ちその 解釋に 於て、 その 經名 を擧 げざれ ども 『勝鬉 U 法 華 H 維摩 j の 三經の 文字 を：：^ 
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る 乙と が 出來る 乙と は、 暗に 太子の 思 召 を 奉戴す る ものと いふべ きで あらう。 また 『s 槃經』 の 「 一 

乘ょ 名け て佛 性と 爲す、 是の義 を 以ての 故に 我れ 一 切 衆生 悉く 佛性 ありと 說く なり。 一 切 衆生 悉 

く  I 乘ぁ， o」 との 說を 引用す る もの は、 自 から 傳敎の 所 說に應 ずる もので はないで あらう か。 

され ど旣に 本願 圓頓を 以て 一 乘を顯 す 乙と となった。 そこに はまた 別の 旨 趣が あらねば なら 

ぬ。 それ こ 就て 第一に 擧 ぐべき は、 爾 前の 一 乘は敎 と 法と 異る ものであるに 對 して、 本願の ー乘 

は敎と 法と 一で ある ことで ある。 兹に敎 と 法と 異なりと いふ は、 敎を聽 く M とに 依り 敎を 通して 

法 を せねば ならぬ 乙と を 意味す る。 され ど 本願の ー乘 にあうて は敎 法ニ體 なる が 故に、 如來 

の 本願 を 又す るの みに して、 更に 思念 を 用ぬ ぬので ある。 勿論、 本願の ー乘も それ を敎 ふる も 

の あるべき が 故に、 その 意味に 於て は 本願と 敎とを 別つ 乙と を 得る であらう。 併し 本願の ー乘に 

ち， 0 て は、 その 敎を 通して 法 を 思念す るので はなく、 唯 だ その 敎 によりて 本願の 御言 を 聞く のみ 

である。 卽ち道 は 如來の 本願の 上に あるので ある。 また 本願の ー乘 にも m 、- 念と いふ 乙と はあり 得 

る。 され ど それ は 聞 思と いはる、 ものであって、 止觀 する 思念で はない。 この 事 はまた 次の 如く 

いふ を 得る であらう。 爾 前の ー乘敎 は行證 されねば ならぬ ものであった。 され ど 本願の 一 乘敎 

は、 本願の！ として 行 はる V が 故に、 我等 は 唯 だ それ を信證 せしめら る V ので ある。 誠に 敎行 
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證と いふ ことこ そ、 日本 佛敎を 貫ぬ くものと して 意味 深い もので あらう。 それよ， 敎を行 ^する こ 

とと 領解すべき である。 然るに 親 驚に ありて は敎 行信證 であった。 それ は 敎の行 はる、 乙と を 

證 せしめら る、 より 他に、 我等の 道 はない からで ある。 

次に 擧 ぐべき は、 本願の 一 乘は、 逆 惡を攝 すと いふ 事で ある。 「本願 圆 頓ー乘 は、 逆-通 攝 すと 信 

一 八 

知して、 煩惱 菩提 體 無二と、 すみやかに とくさと らしむ」 とい ふ 親鸞の ® 解 は、 誠に 感銘の 深い 

ものである。 惡人 その ま、 に 救 はる，/ とい ふ 乙 と は、 如何にしても 行者の ふとして は 成立し な 

い。 それ は 唯 だ. 大悲 大願の 御廣 として 聞かる 、のみで ある。 恐らく 聖德 太子が、 「一た び 南無と 稱 

&  二。 

する 7^ 乙れ 善に 非る Ni となし」 と宣； 5、 さて は 「六道の 有 善み な 成佛を 得」 と 言 はる、 m-3 召 は、 

親鸞の 惡人疋 機と いふ ものと 異なる もので はないで あらう。 され ど 太子 は 和 W の敎 主の 立場に 在 

すが 故に、 衆生の 行 は 「善」 の 名に 於て 攝 取せられ、 親 鷲に ありて は敎徒 感情と して 本願 を 仰ぐ が 

故に、 愚 惡の識 知に 於て それ を 聞 信せ るので あった。  . 

最後に 本願の ー乘は 殊に 淨 土の 門 を 開く ものである ことが 留意 せらるべき である。 tffi: 善 II:® の 

敎に は、 旣に萬 人 同 歸の頟 域 ある ことが 暗示 せられて ある。 「我が 大王のお； 5 けらく、 世 は虛 

假 なる も 唯だ佛 のみ 是れ眞 ならと。 其 法 を 玩味して 謂 ふに、 我が 大王 は 應に天 審國に 生る ベ h」 


とい ふ 太子 紀の 御言 葉に は、 太子 も 亦た 淨土 往生の 思想 を 有し 給 ひし ことが 彰 されて ゐる。 『維摩 

經』 佛國 品の 御 解釋に 於ても、 我等 は 其の 事 を 推知し 得る であらう。 され ど 太子に ありて は、 淨 

土に 生る、 は 佛. 菩薩の 敎 化に あると は い へ、 その 因る と ころ は 衆生の 業であった。 また 傳敎 にあ 

らて は、 顯界 にある もの も 幽界に ある もの も、 總 ベて は佛國 を此， 岸に 建つべき ものと せる ものの 

如くで ある。 然るに親鸞にぁ<^ては、 專ら佛 の 行に よって 佛の國 へと 生る、 ので ある。 縱 へこの 

國 土を淨 むる とい ふ ことがある としても、 それ は如來 廻向の 德 であって、 我等の 力に 依る ので は 

ない， 隨て 我等に 感知 せらる と は、 唯 だ 如來の 願力に よりて、 彼岸の 淨 土に 生れ しめらる、 

とい ふこと である。 

これらの 說を 通して 看取 せらる、 乙と は、 本願 ー乘 は群萠 の宗敎 であると いふ 乙と である" そ 

れは名 もな き 民艸の 道と 思 ひ 合 はさるべき ものである。 如何なる 敎に對 しても 「行證 かな はぬ」 群 

萠 にあり て は、 唯 だ如來 の名號 のみが 道で ある。 また 如何なる 行證も かな はぬ 群 * は、 淺間 しき 

無 善 造惡の 凡夫で あると 自識 せずに 居れぬ であらう。 しかも その 群萠の 一人 を 見捨てぬ 大悲 大願 

の佛 心に 依りて、 廣 大無邊 なる 淨土 は顯開 さる、 ので ある。 

かくして ー乘 思想 は 我が 國に 於て、 萬 善 同歸、 悉有佛 性、 本願 圓頓 と三轉 した。 而 して それが 
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敎 主と 眞 僧と 信徒と によ， 0 て說 かれ 繼 がれ 聞かれた とい ふこと は、 誠に 意味 深 い ことで あらねば 

ならぬ。 

(註) ( 一 ) 『法 華 義疏』 の 序 分。 聖德 太子 は 此の 經を 以て 一 因 一 果を說 くものと せられた。 一 因と は卽 ち^ 善同歸 (MIJI の 妙：？) . 

であり、 ー果 (英 二の 大果) と は 佛壽長 遠で ある。 委細 は 本文に 解說。 鹿苑、 『阿 合』 等の 經を說 かれし 場所、 ； き、 摩 

訶陀國 の王舍 城。 『法 華 經』 を說 かれし 場所。 佛 陀釋迦 は、 初め 鹿苑で 『阿 含經』 等を說 いて 衆^  (物) の极機 を， 湖へ、 終に 

王城に 至りて 一大 乘を說 かる \ ことと なった。 一乗と は 唯一^と いふ 程の こと。 『法 華經』 已 前に は 多く 三^ を說 かれ 

たが、 『法 華經』 では それ を 方便 說 として、 唯一 乘の說 を眞實 とする ので ある。 詳細 は 本文に 解說。 

(二) 『滕蠶 義疏』 ー乘 章の 說。 『法 if 義疏』 と 符節 を 合す。 但し 此 所では 人； 太の ニ乘を 加へ て五乘 となし、 その 蹄 ーを說 

かる。 

(111) 長者の 一子、 幼時 家 を 出で 流浪し 貧窮し、 たまく 長者の 門 前に 立つ。 長者 驚容 して 之 を內に 入れん とする に、 

窮子は 却て 怖を懷 いて 逃ぐ。 長者 卽ち 種々 の 方策 を 以て 我が 子の 心 を 育くみ、 遂に 親子の 名吿 をす る ことと なった。 

(四) 「化 城喻 品」 の說。 過去 世に 大？ i 智勝佛 あり、 今日の 釋尊は その 大 マお 智勝佛 の 在俗 時の 子で あり、 また 其の 佛に隨 

つて 出家せ る 菩薩であった。 その 時 已來、 有緣の 衆生に は 『法 華經』 を說 かんと 願 はれて ゐ たので ある。 然るに 今 世に 

於て 「法 華 ー乘」 に 先ち 三乘敎 を說く 所以 は、 恰も 沙漠 を 旅行す る 導師が、 五 百 由 旬の 所に 安^ 所 ある を 知る も、 衆生 

の その 遠き に 痰 俊 する こと を 思うて、 一一 1 百 由 旬の 處に 方便して 化娀を 作る が 如くで ある。 云く 

(五) 「藥 艸喩 品」 の認 


(六) 應現 としての 釋尊は サ九歲 にして 出家し、 111 十五 歳に 伽耶で 始めて 佛陀と 成った ので あるが、 本來の 释迦は 久遠 

の 古からの 佛陀 である。 

(七) 煩 惱の漏 ある もの。 功利的な 善。 

(八) 『法 華 義疏』 方便 品の 御 解釋。 「且つ 經に 五戒 は 人身 を 得、 十 善 は 天 身 を 得と 云 ふ。 この 五戒 十 善 も 亦 如來に 由る。」 

五戒と は不 殺生 . 不偸盜 • 不 邪淫 • 不妄語 。 不飮酒 を いふ。 十 善と は 不 殺生 • 不偸盜 • 不 邪淫 • 不 妄語 • 不惡ロ • 不 

雨 舌 • 不綺語 • 不 食欲 • 不醌恚 • 不 邪見 を いふ。 

(九) 三界 衆生の 業果の 境界の 別。 散 善、 散亂の 心の ま. < にて 行 はる- -善、 定 善、. 寂靜の 心境に 於て 行 はる、 善。 

二 〇) 四聖、 諦 人生 は 苦、 苦 は 集 (愛) に 依る、 その 愛の 滅 gio は 道 (八 正道) に 依る。 この 苦 • 集 *滅* 道 は聖諦 (神 

聖 なる 道理) である。 十二 因緣 無明 • 行 *識* 名 色 • 六處 *觸*受- 愛 ，取* 有 *生* 老死、 この 十二 法 は 次笫に 

因 緣を爲 すと 觀ら る。 

( 一 一 ) 『法 華 義疏』 序 品の 御 解釋の 語。 

( 一 二) 同上  _ 

( 一 三) 正 見 • 正 思 • 正 語 • 正業 • 正 命 • 正 勤 ゾ正念 • 正定  ， 

おさ 

二 四) 第 七 「如 來藏 章」 己 下の 說。 世 親の 『佛性 論』 に 依れば、 一切衆生 は 如 來の智 内に 藏 めら れ、 また 如来の 智 衆生の 

煩 惱に藏 せらる、 故に 衆生 を如來 蔵と いふ。 而 して その 意味に 於て 一切衆生 悉有 ニ怫性 1 と說 かる。 

二 五) 『傳敎 • 弘法と 日本 文化』 四 三 頁參照 

(一 六) 親鸞 『高僧 和 讃』、 本願と は彌陀 如来の 願、 圓顿と は II 融圆滿 頓極顿 £ の 略、 この 語 本と； 大台 敎 より 出づ。 親簡で 

み な  すみやか 

は 本願の 名號 によろ づ の 德が圓 融し頓 速に 成佛 せし むる を 意味す る ので ある。 
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( 一 七) 『行文 類』 一 乘 海の 釋、 得 二 一  乘 1 者より 無 邊不斷 に 至る の 語 は 『勝 雾經』 の 文。 大乘 無レ有 ニニ 乘三乘 一等 は 『；^^2| 

の 意。 1^ 說 言煤惱 氷解 成 二 功德水 一は 『維摩 經』 の 取 意。 住 田智見 『敎行 信證御 自釋资 窺』 四 六- R 

( 一 八) 『高僧 和讃』  ， 

( 一 九) 『勝 簋經 義疏』 一 乘章、 この 語 『法 華 經』 方便 品の 「 一 たび 南無 佛と稱 せん も 皆 已に佛 道 を 成ず」 と あるに 本づ く。 

(二 〇) 前 出。 六道と は 地獄 • 餓鬼 • 畜生 • 修羅 *人 • 天 をい ふ。 地獄 • 餓鬼 • 畜生の 如き 惡道 にも 有蕃を 認めん とせ 

られ しと ころに、 太子の 御意が 窺 はれる。  . 

(一二  )『中古^1寺天壽國曼荼羅繍帳銘』の；^,?。 


第三 章 菩薩 精神の 實踐 

聲聞は 生死 を 厭 ひて s 槃を 求む。 凡夫 は 生死 を 愛 し て S  0 を 畏 る。 

二 つ ながら 皆 佛の深 旨に 違 ひ、 倶 に 中道 を 失せ り。 菩薩 は 心 益 物に 存 

す。 故に 生死 を 厭 はず。 萬 德の常 果を證 せんと 欲す。 故に Sd  0 を 畏 

れず。 凡夫の 偏に 同ぜ ず、 妙 に 中道 を 得たり。 i 『維摩 經 義疏』 11  . 

一空 觀と大 慈悲  . • 

佛敎の 要は 佛道を 行 ふこと である。 而 して その 佛 道と は、 世に 著せず して 世 を 救 ふ ものである。 

その 世に 著せざる は 自己 を 救 ふ 所以で あり、 世 を 救 ふ は 利他 を 行 ふ ものである。 かくして 自利々 

他す る もの、 M れを 菩薩と いふ。 乙の 菩薩に 對 して、 徒らに 世に 著す る もの を 凡夫と いひ、 また 

單に世 を壓ふ もの を聲 聞と いふ。 然るに 佛敎の 中には、 凡夫の 執著 を 離れし めんがた めに、 特に 

涅槃 を 求むべき 乙と をのみ 強調す る ものが ある。 それ は 聲聞敎 と いばれ、 小乘と 貶せられ てぬる。 

これに 對 して 菩薩 道 を說 くもの は、 大乘敎 とい はる， -。 その 中、 日本 は 特に 大乘敎 有緣の 地で あ 
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つて、 小 乘敎は 行 はれない。 されば 聖德 太子の 御解釋 になれ る三經 も、 皆 乙れ 大乘經 であった。 

それ故に、 いづれ も 菩薩 道を說 くもので ある ことに 於て は異， ^はない。 され ど その 中に」 入ハて もぶ 

ら莕薩 精神の みを說 かれた る もの は 『維摩 經』 である。 隨て 太子の 御解釋 も、 ：^.- に 此の M に 人い、 て ケ、， 

薩 道の 開 顯にカ を 注 いで をら る、 やうで ある。 

『維摩 經』 の 面目と して 第 一 に 看取 せらる V  NJ と は、 それが 維摩と いふ 在家の  一 士に 依りて 說 

かれて ある ことで ある。 それ は 菩薩 道 は 出家 者よ 6 も、 寧ろ 在家 者に よりて 身證 さる、 ものなる 

こと を彰す ものの 如くで ある。 尤も 單に 在家と いふ AJ とに のみ 著 眼 すれば、 『勝 髮經』 も 勝 S 夫人 

の 師子吼 せる ー乘經 である。 而 して 其 所に も 大乘敎 たる 所以が 顯 されて をらぬ ので はない。 併し 

『勝 鬉經 j にあり て は、 夫人が 佛陀釋 迦に對 して 自身の 領解 を 表白す るの 形と なって. Q る。 然るに 

f 維摩 經』 にあり て は、 その 大部分 は 全く 維摩 を 主人公と し、 特に その 「弟子 品」 「菩薩 品」 等に 於て 

は 縱橫に 出家 生活 者の 偏執 を 批判して ある。 それ は 此の 經は眞 の 菩薩 精神の 赏踐 は、 在家 生活に 

於て 身證 されねば ならぬ と いふ 趣意 を 有する ものである AJ と を 語る ものである。 さ吖 ばこそ，，=^^-代 

に 於て 在家 佛敎 を說 くもの は、 いづれ も 皆 維摩 を 以て 其の 先覺 者と する ので ある。 

第二に 留意す ベ きこと は、 此の 經に 於て 菩薩 道の 原理が 特に 明らかにされて ある ことで ある。 


生死 を 厭 はず s 槃，： 畏れず とい ふ大乘 菩薩の 精神 は、 畢竟 「空 觀」 と 「大 慈悲」 との 融ー の 上に 立つ 

ので ある。 生死に 著せざる 爲に は、 常に 空觀に 住せねば ならぬ。 涅槃に 住せざる 爲には 恒に大 慈 

悲を 行ず る を 要する。 然るに 生死に 著す る 凡夫 は、 彼此の 事物に 執ら へられて 煩 惱動亂 する が 故 

に、 Si 槃に 住する ことが 出來 ない。 之に 依， -て涅 槃を 求む る もの は、 空 • 無我 觀 ずと 雖も、 却て 

空. 無我の 見に 執ら へられて 眞の 涅 槃に 住する M とが 出來 ぬ。 それ は 凡夫の 有 見に 對 する 聲 聞の 無 

見と もい ふべ きで あらう。 菩薩の 空觀 はこの 有 見と 無 見と を 并 せて 否定す るので ある。 「我と 無我 

とに 於て 不二」 なること を 以て 眞の 無我と する ので ある。 隨て その 签觀は Sd 槃を 得て S1 槃に 住せ 

ず、 涅槃に 住して S 槃に 著せ ざら しむる ので ある。 それ は卽ち 空觀に 依りて 乙 そ、 眞に 生死に 入り 

生死に 自在なる を 得べき こと を 語る ものである。 大 慈悲 は 正に 乙の 自在 生死に 依りての み 行 はる 

べき もので あらう。 所謂 慈悲と いふ もの は、 凡夫に も 見られぬ こと はない。 され ど それ は 空觀の 

背景な きが 爲に 愛見の 慈悲と な. 0 て、 眞に他 を 救 ふこと は出來 ぬ。 併し 愛 を 否定す るの みで は、 

また 實の 慈悲と は 言 はれぬ であらう。 眞實の 慈悲 は、 空觀 によりて 愛の 純化され たと ころに 現る 

るので ある。 

『維摩 經』 は 全く この 空 觀と大 慈悲との 融 一 を說 くもので ある。 その 事 は 特に 維摩が 病 を 現じ、 
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室 》 ^空に して 來問者 を 待つ とい ふ 事實の 上に 象徵 せられて ゐる。 文殊 は佛 命に 依， リ て 維摩の 病 を 

慰問し、 維摩 は 室 を 空に して 文殊 を 迎ふ。 而も その 空室 は 方丈に して 能く 文殊に 從 へる 大衆 を容 

る V ことが 出來 た。 乙の 方丈の 空室に 於て 文殊と 維摩と が 問答す る。 それ は 聖徳 太子に 依りて、 

二 

空室 五 事、 現疾六 論と 總 括せられ て ある。 その 空室 五 事 は卽ち 「空」 の 意義 を 表示す る もので あり 

その 現 疾六論 は 卽ち疾 に 因んで •「 大 慈悲」 の 正體を 明らかにせん とする ものである。 M の 太子の 著 

眼に 依りても、 『維摩 經』 が 如何に 空 觀と大 慈悲と に 依りて、 菩薩 道を顯 さんと する もので あるか 

を 知る M とが 出來 よう。 

之に 依りて 我等 は 最後に、 聖德 太子が 殊に 此の 經の 「佛國 品」 の 解 釋にカ を 注ぎ 給 ひし ことに 留 

意せ しめられる。 大陸 諸家の 解釋に 於て は、 「佛國 品」 に 就て 太子 程に 力 を 注がれた る もの.^ 兑る 

ことが 出 來ぬ。 『註 維摩 i」 の 所說も 極めて 簡單 である。 然るに 太子の 解釋が 特に 丁寧 を 極めて あ 

る 乙と は、 そ AJ に 何 かの 思 召が あらねば ならぬ。 それ は 恐らく 菩薩 精神の ，ぜ 《踐 は、 佛國 十： の 設 

を 以て 理想と する ものであると いふ 御意で はないで あらう か。 兹に 於て か 我等 は先づ 以て、 その 

佛國の 意味 を 明らかにせねば ならぬ。 


ニ佛國 

然るに 佛敎の 所說に 依れば、 國土 は是れ 衆生の 業感 である。 人 は その 行 業に 依りて 內に は肉體 

を 感じ、 また 其の 肉體を 介して 外に は 國土を 感ずる ので ある。 隨て その 國 土の 淨機 如何 は、 全く 

その 國土を 感得せ る.^ 生の 行 業の 善惡 如何に 依る ことで ある。 それ故に、 若し 國 土の 所有者 を 論 

ぜば、 それ は 衆生の 有と いふべき であらう。 佛* 菩薩に は 其の 國 土と いふ もの は 有る ベ きで はない。 

何故 なれば、 佛* 菩薩 は 業感の 世界 を 超 離せん と 願 ふ ものであるから である。 業 は動亂 であ， り、 報 

は 驚榑 である。 佛. 菩薩の 三味 智慧 は、 正しく 乙の 動 亂と繫 縛と を 離れた る ものである。 それ故に 

菩薩の 行 は寂靜 であり、 佛の德 は 涅槃と 一如で ある。 併し 旣に言 ふ 如く 佛* 菩薩 は、 その 寂靜 S 槃 

を 愛執す る もので はない。 却て その 念願と すると こ ろ は、 衆生 を大 悲して 之 を 化 益す る 乙と であ 

る。 隨て 其の 大悲攝 化の 爲に は、 如何なる 國土 にも 出現せ ずと いふ 乙と はない。 而 して 衆生の 行 

業 を 善に 向 はしむ る とに 依りて、 その 國土 を淨 めんと する ので ある。 乙れ 菩薩の 「ff  土の 行」 

と 呼ぶ。 而 して 其の 「淨 土の 行」 の 行 はる、 國土 を、 その 菩薩の 「佛 國」 とい ふので ある。 それ は佛 

に 所有 せらる 、國 とい ふこと ではな い。 .實 に 佛に攝 化せら る 、國と い ふ 意味に 於て である。 
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聖德 太子の 『維摩 經』 佛圃 品の 御解釋 は、 乙の 點に 於て 極めて 明快なる もので あ. o、 また 周到な 

る ものである。 

夫れ 國土を 論ずれば 淨稳. の殊 あり と 雖 も、 此 は 是 れ皆 衆生の 善惡に 由 

て 感を爲 す。 故に 衆生に 於て 必ず 定んで 己が 國と稱 する の義 あり。 

若し 至聖 論ずれ ば、 卽 ち智眞 如の 理に 冥して 永く 名 S の 域を絕 す。 

彼な く此 なく 取な く 拾な し。 旣に 太虚 を 以て 體と爲 し、 萬 法 を 照 ら す 

を 心と 爲す。 何 ど 名 相と して 量るべき あら ん。. 寧 ど復た 定んで 己が 

國と稱 せんや 而も 大悲 息む M とな く、 機 に 隨て强 化す。 叫ち 衆生り 

所在 至らざる と AJ ろな し。 故に 衆生の 類 は是れ 菩薩の 佛 十な. 0 とい 

ふなり。  . 

さの 解釋に は、 先づ 以て 衆生 は 阈土を 感ずる を說 き、 次に 至聖 には國 土な きを 明らかにして、 後 

に 佛國と 呼ばる vfi 味 を 示されて ある。 誠に 要 を 得た る 御說と 仰がる、 ので ある。 

然るに 「佛國 品」 の 經說を 見る に、 その 說 委曲 を盡 して 自ら 前後の 二 段を爲 して ゐる。 その 前段 

は 「衆生の 類 は是れ 菩薩の 佛土」 なること を說 き、 後段 は 「直 心 等 は是れ iiis 薩の淨 七」 なること を： な 


く。 而 して 前段の 說 明に は、 第一に 「菩薩 は 所 化の 衆生に 隨て佛 土 を 取り、 所 調伏の 衆生に 隨て 

佛土を 取る」 と い ひ、 第二に 「諸の 衆生の 何れの 國を 以て 佛 智慧に 入るべき かに 隨て佛 土 を 取り、 

諸の 衆生の 何れの 國を 以て 菩薩の 根 を 起すべき かに 隨て佛 土 を 取る」 と 言って ある。 而 して 太子 

は 第一の 說を 以て 「衆生の 報に 就て 釋す」 る ものと し、 第二の 說を 以て 「佛 の應 七に 就て 釋す」 る 

ものと せられた。 されば 太子の 御意で は、 報 土の 名 は 衆生に 屬し、 應 土の 名 は 佛に屬 する もので 

ある。 

然るに 若し 報 應ニ土 を辨ぜ ば、 (報 土 は) また 本と 聖敎に 由る と雖 も， 正し . 

く 衆生の 善惡を 以て 感を爲 すが 故に 衆生に 囑 して 則ち 彰 はす。 應土 

は是れ 本と 物の 機に 由る と雖 も、 正しく は 如 來の神 力 を 以て 現 を爲す 

が 故 に、 如 來に囑 して 則ち 彰 はすな り。  . 

これに 依 6 て 我等 は 衆生 報感の 土と、 如來應 現の 土との 交涉を 知らねば ならぬ。 國土 として 實に 

ある もの は 衆生の 世界で ある。 何故 なれば 國 土と は 業報と して 感ぜられ ると 乙ろ であるから であ 

る。 如來應 現の 土は實 にある もので はない。 如 來には 所有の 念が 無い からで ある。 され ど 衆生 報 

感の 世界が 如何にして 佛土 として 成立す るで あらう か。 それ は 本と 如 來の應 現に 依り 佛の 聖敎に 
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依る からで ある。 乙の 意味に 於て は 衆生 報感の 世界 を 却て 佛國 とい はねば ならぬ であらう。 それ 

と共に 如來應 現の 土と は 衆生の 機 感に應 じて 現れた る ものであるから、 それ を 一 孕受 する ものより 

いへば、 衆生の 國と いはねば ならぬ。 され ど 應現は 如 來の神 力に 依る が 故に、 それ は佛に K する 

ものと せられて あるので ある。  . 

されば 報應ニ 土の 說は、 要するに 佛國を 建つ る もの は佛 菩薩であって、 之 を S 用す る ものよ ゴ浆 

生で あると いふ こと を彰す ものである。 而も 建つ る 者 は それ VJ 自己の 有と せず、 受用 者に 於て よ 

それ を 自己の 有と せしめら る 、ので ある。 誠に 「空地に 於て は 宮室 を 造 立 せんと 欲せば， ij:^ に 適て 

無礙 なら。 虚空に 於て は 終に 成ず る こと 能 は」 ざるが 如く、 菩薩 は 衆生 界に 於ての み 弗！： を 建つ. 

る を 得る ので ある。 併し それ を 反面よ， 0 見れば、 衆生 は 菩薩に 依りての み 其の 安仵 すべき が 

建設 せらる、 ので ある。 しかも 其の 國 土が 菩薩の 有で な いのは 何故で あらう か。 それ は國 モを感 

ずる 正 因が 衆生の 業で あるから である。 菩薩の 行 化 は 如何に 深大 であっても、 それ は緣 となる も 

のに 他なら ぬ。 併し それが 緣 である ことに 於て 衆生 は 無窮なる 佛恩を 感ずべ く、 また 自己の 業 を 

省みる ことに 於て、 罪 苦 を 自身に 負 はねば ならぬ ので ある。 

れに依 て 「佛國 品」 の 後段 は、 菩薩の 行 化と、 それに 依りて 成立す る國 十-と を說く 0 「で 1 ひよ" y 


れ 菩薩の 佛土 なり。 菩薩 成佛の 時、 不 諂の 衆生 その 國に來 生す。 …… 十 善 は是れ 薩の淨 土なら。 

菩薩 成佛の 時、 命中 夭せ ず、 大富梵 行、 言 ふところ 誠諦 にして 常に 軟語を 以てし、 眷屬 離れず、 

善く 雜訟を 和し、 言 ふこと は 必ず 饒 益して 嫉 まず 恚ら ず、 正 見の 衆生 その 國に來 生す」 とい ふ、 

この 經說は 全く 菩薩の 德が其 の 儘 衆生 を 感化す る 乙と を彰す ものである。 然るに 此の 經說に 就て 

も、 太子 は 懇切に 次の 如く 解釋を 施し 給 ひて ある。 

直 心 は 是 れ 菩 薩の淨 土なら と は、 菩 薩 因に 在る の 日、 自 ら無 相の 直 心 を 

修 して 用 ゐて 衆生 を敎 へて 直 心を修 せし む。 菩薩 無 相の 直 心 は 則ち 

佛 果を感 ず、 衆 生 有 相の 直 心 は 自ら 淨土を 感ず。 然れば 則ち 衆生の 直 

心 を 當の正 因 と 爲 し、 菩 薩の直 心 は但だ 遠 緣と爲 す。 今緣を 以て 因 と 

爲 して 答 ふ、 故 に 菩 薩の直 心 は 是れ淨 土の 因なら とい ふな...^。 不 諂の 

衆生 其の 國に來 生 す と は、 菩 薩は 善く 衆生 を敎へ て 直 心を修 し、 復 た 能 

く 還 て不 諮なら し め、 其 の 菩薩の 國に 生ぜし むる 乙と を 明かすな り。 

衆生 若し 直 心 を修せ ざれば 則ち 此 の 土成ぜ ず、 此 の 意を顯 はさん と 欲 

す る が 故 に、 不 諂の 衆生 其の 國に 來 生 すと 云 ふなら。 然れば 則 ち 正 し 
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く 衆生の 直 心 を 以て 感を爲 す。 故に 實に は是れ 衆生の 淨十 なり。 今 

本 緣の義 を 以て 且く 菩薩の 行滿 し成佛 して 還て 入 中施ヒ す。 W ち篛 

化 主に 屬 す、 故 に 其の 國と稱 するな， o。 

かくして 太子 は經に 菩薩の 淨 土と ある を、 却て 衆生の W 土と して 解釋 せらる、 ので ある。 その S 

曲を盡 しての 御 解釋に は、 何等かの 深い 思 召が あらねば ならぬ。 

• 三 太子の 御 政治 

兹に當 面の 問題と なる もの は、 その 佛阈を 建立す る ことに 於て、 ず f 貫、 に蒂薩 となる もの は 誰で 

あるかと いふ 乙と である。 これに 就て 思 ひ 合 はさるべき は、 恐らく 三寶 中に 於け る 「き」 であら 

う 「三寶 と は佛法 僧なら」 とい ふこと は、 屢-^ 問題と せられて 來た。 それ は 現實の Ilni は餘. 0 に W 

と稱 する に價 せぬ からで も あらう。 併し 憎な しに は佛 法の 行 はれぬ， 0 とも 明らかなる ことて あ 

る。 乙、 を 以て 眞に寶 とする に 足る 僧 は 必然的に 要求 さる、 ので ある。 それ故に、 歴朝に 於 か.. 

られて も 或は 多く 45 尼 を 度せられ、 或は 規定 を嚴 にして 眞 1|5 を 選ばれた。 そ 1 は 如.^ 41^1: の大 

士を 要求せられ しか を 語る もので あらねば なら Q。 


乙の 國家的 要求に 感激して 立てる もの は、 傳敎 大師で ある。 大師 は國寶 たる 乙と を 以て 出家 僧 

, 侶の 理想と せられた。 それ は遙 かに 聖德 太子の 篤 敬 三寶の 聖旨に 應 へんと せる ものである。 され 

ば その 「發 願文」 に 於ても、 先づ 以て 世 塵 を超脫 する の 智慧 を 得、 而 して 後世 間 を 利益 せんとの 誓 

が 立てられて ある。 また その 『山家 學生 式』 の 規定に 於ても、 十 有 二 年、 山 を 出で ず 止観す るの 學 

徒にして： 始めて 闺師 • 阈用 たるべし とせられた のであった。 乙の 傳敎の 精神 は傳統 せられて、 

幾多の 國師 • 大師 も 輩出せ るので ある。 

併し 聖德 太子に ありて は、 唯 だ是の 如き 眞 僧の 出現に のみ 期待せられ たので あらう か。 勿論、 

太子 は眞僧 出現 の た めに 永遠の 計 を 立 て 給うた に 違 ひ はない。 され ど それと 同時に 御自身が 先づ 

以て 菩薩の 行 を 學び 給うた ので ある。 M  、に 於て か 『維摩 經』 とい ふ もの は、 太子に 取りて 特別の 

意味 を 有つ ものと なった。 維摩 は 在家に して 出家の 行 を 行 じたる ものである。 その 在家の 菩薩た 

る 乙と NJ そ、 太子 一代の 理想であった。 されば 太子に 取， りて は、 維摩 を 見る こと は 正しく あるべ 

き 自己 を 見る が 如く、 また 宿世の 自己 を 見る が 如く 感ぜられ. たこと であらう。 太子 は 言 は 維摩 

に 私淑せられ たのであった。 

これに 依， -て 『維摩 經 義疏』 を披 くに、 その 開卷の 初に 維摩の 德を讃 して、 「德は 衆聖の 表に 冠ら 
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しめ、 道 は 有心の 境を絕 す、 …… 國 家の 事業 を 煩と 爲す、 但し 大悲 息む 乙 となく、 志、 益 物に 存 

す」 といって ある。 それ はやが てまた 太子の 政治 精神と 見るべき もので はないで あらう か。 「崖 

の 事業 を 煩と 爲す」 は、 菩薩 無 所有の 意で ある。 それ は國 家の 政治 は、 愛 著 や 名利に 依りて 行 は 

るべ きもので はな い こと を顯す ものである。 プ ラトンの 『理想 國』 に 依れば、 「最も 政治の 任に 常る 

こと を 避けん とする 治者の 下に 在らて は、 國家は 最も 善く 又 最も 平和に 治まる ものな 6 と雖 も、 

進みて 熱心に 政 櫂 を 握らん とする ものの 治下に 在らて は、 國家 は最惡 政の 國家 たるな 6」 とい ふ 

ことで ある。 經國治 民の 業 程、 煩雜 にして 至難なる もの はない。 それ を敢て 進んで 爲 さんと する 

者 は、 多く は 是れ權 勢.^ 求む るが 爲 であらう。 しかも 國家は 常に 是 等の 人々 に 依らて 誤らる、 の 

である。 眞實の 政治 は 唯 だ 進んで 功 を 求めず、 偏に 唯 だ 誤な からん とする 虛 心の 大悲に 依 6 ての 

み 行 はる 乂. ので ある。 太子の 御 政治 は、 實 にこの 大悲攝 化に 他なら なかった ので ある。 

然るに か 、る 見地よ，^、 國土は 衆生の 有に して 菩薩の 有に あらず とい ふこと を 推せば、 それ は 太 

子の 御意に 於て は、 日本 國土は 日本 阈 民の もので あつ て、 統治者の もので はない と いふ ことになる 

であらう か。 それ は 誠に 恐れ多い  >」 とで ある。 日本 國は 神國 にして 、上御一人の 有で ある。 それ は 

『心地 觀經』 の說の 如く、 「山河 大地 盡 大海 際、 阈 王に 屬す」 る ものである。 太子 もまた 其の 事 を 體會 


して をら れる 乙 と は 言 ふまで もな い。 而も 敢て國 土 は 衆生の 有で あると いふ こと を 得る^ おは 

「神の 心」 に 於て である。 太子 は 「神の 心」 に 於て 「佛 の敎」 を學び 給うた ので ある。 而 して 眞僧は 「佛 

の 、ひ I こ^て 「砷 の 願」 に 奉仕 せん とす る の で あ る。 乙、 に 神の 心 と佛の 敎と に は、 何等 の 矛盾が な 

いこと が 知られよう。 神と 佛と 相容れ ずと する が 如き は、 却て 乙れ 凡人の 我執で ある。 その 凡人 

の ひこ 於て 我が 育と いふ 時には、 それ は 他の 有た る 乙と を 拒む ものである。 され ど 神の 御え に 於 

て^^が有と宣ふ時は、 それ は國 民の 有た る 乙と を 拒まれる もので はない。 國 土は國 民の ものと せ 

らる、 /0 とに 於て、 その ま V 神の 御物で ある。 隨て 佛敎に 於て 國土を 衆生の 有と する こと は、 こ 

a こ 0 て 所有 權， ゲ」 主張 せんとす る もので はな く それ は 實に國 土の 淨 機に 就て 自己の 業 障 を 反 

省し、 佛 道に 進まねば ならぬ 乙と を 意味す る ものである。 それ故に 國土は 衆生の 有で あると 說き 

つ、、. しかも 同時に 「山河 大地 盡 大海 際、 國 王に 屬す」 と敎 へられる ので ある。 かくして 佛^ 建 

の 願に 於て、 Id ヒ君， 無 ->兩 主 一 率土 兆民 以ぃ 王爲^ とい ふ 憲法 も發 せられた ので ある。 

四 菩 薩 行の 諸相 

『維摩 經』 に 於け る 菩薩 精神の 實踐は 佛國の 建設で ある。 それ は 德 太子の 御 政治に 於て 第一 に 
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七 四 

我 力 國に行 はれた。 而 して それ はまた 歷 朝の 御 崇佛に 於て、 種々 の 形で 行 現された ことで ある。 

隨て 日本 佛敎の 面目 も 此の 點に 於て 見られねば ならぬ。 されば 多くの 高僧の 取られし 道 も、 所- 1 

は 菩薩 精神の 實踐に 於て 佛國 建立の 聖 業に 參 加す るの 他はなかった ので ある。 

乙の 事 は先づ 以て 聖德 太子の 御意 を 承け たる 傳敎の 上に 見る ことが 出來 る。 その 『願文" よ 「.. 

國士を g« め 衆生 を 成就」 して、 以て 皇 法に 報ぜん AJ と を 趣意と して ゐる。 また その 一， 丄觀院 よ 

國寶を 作らん が爲 である 乙と は、 旣に說 ける が 如くで ある。 山家の 學は 「佛法 世に 久しく」、 「^家 

、力く 固」 力らん がた めに、 菩薩 僧と なることの 他に はない。 併し この 精神 は獨. 0 傳敎 このみ ある 

ので はない。 曰 本の 佛敎は 幾多の 宗派に 分れて は をる が、 神の， 心 を 奉戴し、 I の 安 f 念顯 

するとい ふこと に 於て は全丄 つで ある。 かくして 『興讓 愿|』 も 作られ、 立； 止 安 I も 叫ばれた 

ので ある。 

然るに 兹に 問題と なる M と は、 されば 僧家の 菩薩 行と して 佛阈 建立の 意味 を 有ち しもの は 如^ 

なる ものであった かとい ふこと である。 思 ふに 嚴密に 此の 事 を 跡付けん とすれば、 頗る 多岐に 渡 

る ことで あらう。 我等 は その 中に 於て 特に 重要なる もの だけ を 擧げる ことに 滿 足せねば ならぬ。 

それに 就て 第一に 擧 ぐべき は、 佛法 を行修 して それ を 以て 護 W の 道と する ことで ある。 由來、 日 


本に 於て は 佛敎は 護國の 法と して 受容せられ たので ある。 隨て 侶 は 護國の 修法 者と して 尊信せ 

ら れて來 たので ある。 併し その 修法 者 は 勿論 職業的な 氣 分の 者であって はならぬ。 それ は 必ず 名 

利に 執ら へられず、 眞に 一切衆生 を 慈しみ、 國 家の 隆盛 を 念願す る ものである 乙と を 要する の 

である。 旣に佛 法 を 以て 護國 しょうと する。 その 人 は眞に その 道念に 於て 佛 法.^ 身證 して ゐるも 

のでなくて はならぬ。 また 旣に その 修法 を 以て 護國 しょうと する ので ある。 その 人の 道念 は 天地 

神明に 感 通す るに 足る もので あらねば ならぬ。 されば 「彌 天の 七難 は大乘 法に あら ざれば 何を以 

て か 除く 乙と を爲 さん。 未然の 大災は 菩薩 僧に あらず んば豈 に冥滅 する 乙と を 得ん や」 と は傳敎 

大師の 信念であった。 而 して それ はまた 弘法 大師 を 始め、 秘密 修法 者の 精神で あつたに 違 ひない。 

第二に 擧 ぐべき M と は、 濟世利 民の 事業で ある。 菩薩 行 は 決して 敎法を 以て 衆生 を 感化す るに 

止るべき もので はない。 佛道 としての 六 波 羅密に は 第一に 布施が 擧 げられ、 その 布施に は 财法ニ 

施が 數 へられて ゐ る こと は 留意すべき 乙と である。 而 して その 財 施の 意味 を擴充 すれば、 それ は 

濟世利 民と いふ 乙と となる。 茲を 以て 『勝 鬉經』 に は、 貧苦の 衆生に 施し、 孤 獨* 疾病 等の 苦難に 

ある もの を 救 ふこと を 以て、 菩薩の 大行 とせられて ある。 而 して その 經說 は、 悉く 聖德 太子に よ 

りて 實 行せられ た。 誠に 擠世利 民 を 以て 佛道 とせられ しこと も、 聖德 太子 を 以て 垂範 者と する こ 
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とで ある。 この 精神 は傳敎 にも 繼承 されずに は をらなかった。 その 『山家 學生 式』 に 現る、 

凡そ 國師國 用、 官符の 旨に 依て 傳法 及び H 講師に 差し 任ぜよ。 其の 闘 講師 一任の 内、 」 ゆ 年 安 

居、 法服の 施 料は卽 便ち 當國 の官舍 に收納 し、 國司郡 司 相 對し檢 校して、 將 に阈襄 の 池.^ 修 

し 溝 を 修し荒 を 耕し 崩 を 埋め、 橋 を 造， 0 船 を 造， o、 樹を殖 ゑ I；； を殖 ゑ、 麻 を 薛 き 草 を ^ き、 

井 を 穿ち ガを 引き 國を 利し 人 を 利す るに 用 ふ。 講經修 心して 農 商 を 用ぬ ざれ。 然る.， ザよ 則 

ち 道心の 人 天下に 相續 し、 君子の 道 永代 斷ぇ ざらん。  • 

の 語、 以て 傳敎の 精神の あると 乙ろ を 察すべき である。 併し 勿論 これ もまた 蜀. >傳敎 のみ，. ふ 5^ 

ではない。 我が 阈の 僧侶 は 一面に 於て は社會 事業家であった 乙と は、 今更の 言を俟 たぬ 知の 事 

實 である。 

之に 依 6 て 我等 は 最後に、 佛敎 僧侶の 本來の 面目で ある 自利 化 他と いふ こ. とも、 我が^に ありて 

は 常に 護國 とい ふ 信念 を 伴 ひし 乙と を 擧げる ことが 出來 よう。 佛敎は 必ずしも^ 家 的な もので な 

い。 菩薩 は 一 切 衆生 を 荷 負 すれ ども、 その 道念 は 個人の 問題で あると いふ こと もい へ るで あらう。 

併し 現實 的に は國 家な しに は、 佛法は 行 はる、 もので はない。 これに 依， 0 て大乘 の經， 化、 こ， ょ殊こ 

國ョ との 關係 カ說 いて あるので ある。 然るに 眞實 にこの 事 を心證 せる ものよ、 りが 日.；^ の：^, V,- お 


であった。 それ故に 各宗の 祖師 は、 その 所說を 異にしつ. -も、 その 說 による 自利 化 他が 阔家 の爲 

になる とい ふこと に は、 少しも 疑念が 無かった ので ある." 而 して それに 依りて また その 所信に 甚 

づき 自利 化 他す る ことが、 眞 實に國 恩に 報ずる 所以と も M 心 想せられ て來 たので ある" . 

. 五 在 家 佛 敎 

乙の 菩薩 精神 は、 親鸞の 眞宗に 於ても 心證 せられて あった。 唯 だ 凡人の 佛敎 である n 具宗に 於て 

は、 その 行 業が 菩薩の 意識 を 以て 爲 されなかった ので ある。 親« の 信 境 は、 菩薩 精神 を 尊重す る 

が 故に、 凡人なる 乙と を自識 せざる を 得ぬ ものであった。 それ故に、 その 凡人の 自識に 於て、 却 

て 菩薩 行に 參加 せしめられ たので ある。 

その 事 は專ら 眞宗の 他力 廻向の 說の 上に 見る ことが 出來 る。 親 驚の 領解に 依れば、 我等の 行 は 

念佛 であるが、 その念佛は如來の願カに依，.=^て我等に廻向せられたるものでぁる。 而 して その 如 

來の 願力と は、 如來因 位に あ..' て 菩薩の 行 を 行 じ 給 ひし ことで ある。 それ は 恰も 子 を 育てん とす 

る 親 は、 子と 事 を 同じう する が 如くで ある。 誠に 親 は 親た る爲 には子の 行ず べき 乙と を行ぜ ねば 

ならぬ。 如來は 衆生 を 救 ふ爲に 菩薩の 行 を 行 じ、 それ を 衆生の ものと し 給 ふ。 而 して 其の 菩薩の 
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まて 成就せられ たる もの は、 卽ち 南無 阿彌 陀佛の 御名で ある。 され？ の 御名 I よ、 

實に大 菩薩の 行德を 有つ ものと いはねば ならぬ。  f 

之に 依 4 念佛 する もの は、 凡人に して 而も 菩薩と いはる、。 終生 凡夫に して 常に， の.. が 

與 へらる、 ので ある。 毒 は兹に 於て 疆 まの SI 歸の ー乘」 を f せ？ I ない。 そこ 

て は 人 天 の善| のま、 墓の 德が具 はきと が 明らかにせられた。 7 でれ は 常住 養 g 依す る 

こと £名 である。 然るに 墨に あつて は、 その 歸 依の 行 I 念佛 である ことが I せら ミ 

而 し？ の 念？ 行ず きとに， て、 凡人 は蓄 のま ー與 へらる、 ことと i せられた ので あ 

る C 卽ち 「f 轉 じて 德と 成」 す 如來の 御名 は、 世間の it のま、 に 佛道 とし、 凡人 を そ.^ 

ま、 に 菩薩と する ので ある。 

それ故に 親爾 念佛 f 以て 必定の I とする。 必定の I と は、 必ず 佛 S るべき if れ 

、f のと、 い、.？ とで ある。 而 して その 必定の 菩薩 は、 そのき， 於て は淨十 往生 を 5 凡夫で t 

力 その 霧に 於て は佛國 莊嚴 の 菩薩と なる ので ある. に往 相と いふ は、 sg 識 され てゐ 

る 身の 妻で t、 還 相と いふ は、 崖 fi えて 內含 して ゐる 霞と 解して まで あらう。 并 

しこの場 合、 妻と 霞と は 離れて あるので はない。 ま は 妻に 卽 する I なる がき」、 f 


に事實 として 展 ii すべき ものである。 還 相と は念佛 者の 未來 無窮の 大業で ある。 同様に 事赏も 意 

味に 卽 する ものなる が 故に、 我等の 往 相に は 我等に 先 だつ 念佛 者の 還 相が 感ぜられる。 かくして 

念佛は 祖先の 遺産で あると 同時に 子孫 へ の 遺 逢で ある。 乙の 念佛の 行が いかで 菩薩の 大 行で 無き 

を 得よう。 而 して それが 其の儘 佛國莊 嚴の大 行に 他なら ぬ。 

乙の 點 から 若し 眞宗 の敎の 上に、 國家 理想と 思； 5 合 はすべき もの を 求 むれば、 それ は ニーに し 

て 足らぬ ものが ある。 見方に よらて は、 眞 宗の敎 こそ 全面的に 國家 理想と 思 ひ 合 はすべき ものと 

七 

いふ を 得る であらう。 併し それ は 今の 主題で はない。 我等 は 唯 だ 親鸞の 領解 は、 乙の 點に 於ても 

和 國の敎 主に 對 する 和 國の敎 徒の 立場 を 取って をる もので あら、 そして その 敎 主と 敎 徒との 思想 

が、 不思議に も相應 する ものである 乙と を說 くに 止む る ものである。 

然るに その 相應 は、 共に 在家の 生活 をせられ たとい ふ 上に も 現れて ゐる。 恩 ふに 親« の 太子 追 

慕 は、 特に 乙 の點 にもあった ことで あらう。 尤も 同じく 在家と はいへ、 聖德 太子 は 在家に して 出 

家の 行を學 びた まひ、 親 « は 出家の 行に 堪 へずして 在家の 生活に 入れる ので ある。 そこに も 菩薩 

と 凡人との 別 を 見る ことが 出來 よう。 併し 旣に言 ふ 如く 親鸞 も 必定の 菩薩の 德を 受け、 聖德 太子 

も 亦 「共に 是れ 凡夫の み」 と心證 せら. れた。 そ AJ に は異而 同なる ものが 感ぜら る、 やうで ある。 而 
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して 更に 之 を 遠く 求 むれば、 その 先蹤は 維摩に あ 6 とい ふべき である。 詢に 維摩 こそ は 在家き 敎 

の 開祖と もい ふべき ものである。 されば その 信證 すると ころも 凡夫に して 同時に 菩薩で あると こ 

^cにぁっ たと見るべきではな いで あらう か。 經に曰 はく、 「癡 によ.^ て 愛 あ，^ 則ち 我が 病 生ず」 と、 

又 曰 はく、 「菩薩の疾は大悲.^^以て起る」と、 乙の 兩語相 照して 思 ひ 合 はすべき ものが ある やうで 

ある。 

廖 

(註) (一) 『維摩 經』 弟子 品 

(二) 前 出 問疾 品の 義疏 

(三) 羅什 及び 其の 四大 弟子の 合 註に して 『維摩 經』 の解釋 として 權威 ある もの。 太子 も 之 を御覽 になった と 思 はれる" 

(四) 榮西 禪師作 

(五) 日蓮 上人 『立 正 安 11 論』 

(六) 『敎行 信證』 「信 文 類」 に 於け る 三 心 一 心 問答  . 

(七) 小 著 『國家 理想と しての 四十 八顚』 參照 

(八) 『維 蒙 經』 問疾品 
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